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時
と き

代を伝えて
1989.1 - 2019.4

平成の広報の歩み

　今、平成という時代が終わろうとしています。
平成最後の特集は､合併前の旧鶴岡市・藤島町・
羽黒町・櫛引町・朝日村・温海町の広報や合併
後の『広報つるおか』の歩みをたどってみます。
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平成の広報の歩み PART.１

平成になって最初に発行された、旧市町村の広報表紙。
月に２回発行していた旧鶴岡市（１日と15日）と藤島町（５日と20日）は、お知らせ版が平成最初の広報だった。

『町報はぐろ』
（平成元年 １/20号）

『広報くしびき』
（平成元年 ２/１号）

『広報あつみ』
（平成元年 ２/１号）

『村報あさひ』
（平成元年 ２/１号）

『広報つるおか』
（平成元年 １/15号）

『広報つるおか』
（平成３年 ４/１号）
モノクロから２色刷
りになった。

『広報ふじしま』
（平成元年 ４/５号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『鶴岡の芭蕉』
（平成元年 ６/15発行）

奥の細道紀行300年を記念して発
行した広報つるおか特集号。鶴岡
と芭蕉の深い関わりを紹介した。

『広報ふじしま』特集
（平成元年 ９/５号）

ふるさと創生事業を活用して開
催された「第１回藤島川全国綱
渡り大会」を特集した。

『村報あさひ』
（平成３年 ５/１号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『村報あさひ』特集
（平成３年 ８/１号）

「月山あさひ博物村」の開館に
伴って特集。村おこしの拠点
施設としての魅力を紹介した。

『母狩山と伝説』
（平成４年９/15発行）
広報つるおか900号記念
特集号。砂谷・長滝開村
にまつわる話などを紹介。

『町報はぐろ』特集
（平成３年 ５/10号）

「いでは文化記念館」の開館に
伴って特集。同館を活用した
まちづくりについて伝えた。

『広報あつみ』表紙・特集
（平成４年 10/１号）

秋篠宮殿下と妃殿下がべにばな国体
のヨット競技をご覧になるため来町
されたことを紹介する号となった。

『広報つるおか』特集
（平成４年 11/１号）

べにばな国体のサッカー（少年男子）、
相撲、アーチェリーの会場となった
旧鶴岡市の歓迎ムードがうかがえる。

『広報くしびき』表紙・特集
（平成４年11/１号）

旧櫛引町で開催された、べにばな国体のサッカー
競技成年男子１部の模様をフルカラーで特集した。
表紙・特集ともに、その熱気が伝わってくる。

『広報ふじしま』
（平成元年 １/20号）
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『広報つるおか』
（平成31年 ４/１号）
平成最後の表紙を飾
ってくれたのは、小
学生の双子の兄妹。

『広報つるおか』
（平成８年 ４/１号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『私の鶴岡物語～野球編～』
（平成８年 12/１発行）

広報つるおか1,000号記念特集号。
東京巨人軍が訪れた話など、鶴岡
の野球にまつわる歴史を紹介した。

『広報ふじしま』
（平成９年 ４/５号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『広報つるおか』
（平成10年 10/１号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『広報あさひ』特集
（平成13年 11/１号）

昭和48年から28年の歳月をかけて
完成した「月山ダム」を紹介。庄内南
部地域を潤すダムの役割を特集した。

『わたしたちのまちがキャンパスなんだ。』
（平成13年 ６/１、14年 12/15発行）
広報つるおか鶴岡タウンキャンパス特
集号。慶大先端生命研開所やその研究、
公益大大学院開設について伝えた。

『庄内４年制大学の問題について』
（平成９年 7/15発行）

広報つるおか臨時増刊号。10年12
月に第二報、11年８月に第三報を
発行し、大学設置構想を報じた。

『広報ふじしま』
（平成14年 １/１号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『広報つるおか』特集
（平成28年 10/１号）

市が会場となった全国豊かな海づく
り大会へのご臨席のため、天皇皇后
両陛下が訪問されたことを伝えた。

『広報あつみ』
（平成17年 ９/30号）
広報あつみ最終号。

『広報つるおか』
（平成28年 ４/１号）
新年号のみカラーだ
った表紙と裏表紙を、
通常号でもカラーに。

広報つるおか特集『文化の継承』
（平成20年１/１号～21年10/１号）

鶴岡の多様な文化資源を未来につなげていこ
うと、全21テーマ延べ22回にわたって座談
会形式の特集を連載した。第１回は「黒川能」。

新『広報つるおか』創刊号
（平成17年 10/１発行）

合併によって新「鶴岡市」が誕生し、旧市町村の広
報も１つに。創刊号では、どんな市になってほし
いか、各地域の代表１人ずつ６人にお話を聞いた。

　いつも「広報つるおか」
をご愛読いただきありがと
うございます。これからも
皆さんの暮らしに密着した
情報の提供に努めていきま
すので、引き続き当市広報
にご理解とご協力をお願い
いたします。
☆本所総務課広報広聴係
☎25‐2111内線317
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『広報あつみ』
（平成５年 １/１号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『広報ふじしま』特集
（平成５年 ５/５号）

地域資源である「ふじの花」をテ
ーマとしたまちづくりに、町を挙
げて取り組んでいくことを報じた。

『広報あつみ』
（平成６年 12/１号）

旧温海町町村合併40周年記念号。
この号から、表紙と裏表紙に見開
きで写真を配置するデザインに。

『町報はぐろ』
（平成６年 10/１発行）
町制施行40周年記念誌。
町勢要覧などを掲載し
ている。

『広報くしびき』特集
（平成９年 10/１号）

「産直あぐり」オープン特集。「果物
の町」という地域特性を生かした
まちづくりの推進をＰＲした。

『私の鶴岡物語～名曲編～』
（平成10年 ２/15発行）

広報つるおか臨時増刊号。鶴岡に
ゆかりの深い名曲『雪の降る街を』
と音楽を愛する鶴岡の人々を特集。

『町報はぐろ』
（平成10年 ３/１号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『広報あつみ』
（平成10年 ５/１号）
表紙デザインを大幅
リニューアル。

『広報つるおか』特集
（平成14年 ７/１号）

全国植樹祭のためご来県された天皇
皇后両陛下が来鶴し、出羽庄内国際
村をご視察されたことを紹介した。

『広報ふじしま』
（平成17年 ９/30号）
閉町記念特別号。広
報ふじしま最終号。

『町報はぐろ』
（平成17年 ９/30号）
町報はぐろ最終号。

『広報くしびき』
（平成17年 ９/30号）
広報くしびき最終号。

『広報あさひ』
（平成17年 ９/30号）
広報あさひ最終号。

『広報つるおか』
（平成25年 ４/１号）
月１回の発行とし、
デザインをリニュー
アル。

『広報つるおか』
（平成26年 １/１号）
表紙写真が山形県広
報コンクールで特選
に輝いた。

『鶴岡市文化会館改築整備事業特集号』
（平成26年 11/１発行）
芸術文化の拠点となる新文化
会館について、改築工事の入
札経過や施設の概要を伝えた。

『鶴岡市誕生10周年記念誌』
（平成27年 ９/１発行）

合併・市制施行10周年を控え、これまでの歩みを
振り返るとともに、市民の皆さんに「鶴岡のここ
が好き！」をスケッチブックに書いてもらった。

平成の広報の歩み PART.２
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

市役所（本所・各地域庁舎）・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き休業します

10連休（４月27日～５月６日）期間中の業務
ゴールデンウィーク

　

政
治
家
の
な
り
手
が
い
な
い
と
い
う
。
政

治
だ
け
で
は
な
い
、
様
々
な
職
場
で
担
い
手

不
足
、
人
材
不
足
の
問
題
が
出
て
い
る
。
な

ぜ
だ
ろ
う
。
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
だ
ろ

う
。

　
「
何
の
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
を
、
常
に

自
問
し
、
あ
る
い
は
人
に
も
問
う
て
い
る
。

何
の
た
め
に
働
く
の
か
。
政
治
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
公
務
員
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
何

の
た
め
に
こ
の
事
業
を
行
う
の
か
。　

　
「
ほ
ん
と
う
の
豊
か
さ
」と
は
何
だ
ろ
う
か
。

そ
の
解
釈
は
、
市
民
に
委
ね
る
べ
き
だ
、
と

し
た
鶴
岡
市
総
合
計
画
審
議
会
の
意
見
に
、

私
は
賛
成
だ
。
経
済
的
・
物
質
的
な
豊
か
さ
、

自
然
や
歴
史
、
精
神
的
な
豊
か
さ
、
ど
ち
ら

か
一
方
と
は
な
り
得
な
い
し
、
人
に
よ
っ
て

豊
か
さ
の
捉
え
方
は
異
な
る
に
違
い
な
い
。

　

審
議
会
か
ら
は
、「
多
様
性
」と
い
う
言
葉

も
、
鶴
岡
の
現
状
と
未
来
を
表
す
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
全
く
同

感
で
あ
る
。
自
然
環
境
の
多
様
性
、
在
来
作

物
の
多
様
性
、
多
様
な
伝
統
・
文
化
・
価
値

観
を
認
め
合
う
社
会
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

産
業
、
創
造
的
な
活
動
。
国
連
の
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）へ
の
取
り
組
み
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
地
球
上
の
誰
一
人
と

し
て
取
り
残
さ
な
い
、
と
い
う
考
え
は
、
食

文
化
の
継
承
や
お
互
い
様
の
地
域
づ
く
り
を

は
じ
め
、
鶴
岡
で
は
脈
々
と
実
践
さ
れ
て
き

た
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
ほ
ん
と
う
の
豊
か
さ

政
治
家
の
な
り
手
が
い
な
い
と
い
う
。
政

治
だ
け
で
は
な
い
、
様
々
な
職
場
で
担
い
手 （15）

荘内病院の外来診療
■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6119

４月30日○火…臨時開院します

急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

日曜日、祝日は通常どおり開所します。
連休中は診療所が大変混雑することが予想されます。連
休前から不調なときは、早目にかかりつけ医で受診しま
しょう。
※受付時間等の詳細は本号29ページをご覧ください。

医療機関の受診に迷ったら…
夜間の急な発熱や不調についての相談は、山形県救急
電話相談をご利用ください。
●小児救急　　♯8000
●大人の救急　♯8500

　年中無休、午後７時～10時

戸籍の届出
■問本所市民課☎内線112または各地域庁舎市民福祉課へ

市役所本所、各地域庁舎の休日・夜間受付窓口で受け付
けます。
※ 連休明けの初日は窓口が大変混雑することが予想され
ます。手続きによっては長時間お待ちいただく場合も
ありますので、ご理解をお願いいたします。

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
ごみ収集

■問廃棄物対策課☎内線677
または各地域庁舎市民福祉課へ

５月２日○木・３日○金…収集がありません
もやすごみ（茶色袋）

もやすごみ以外（桃・黄・青・緑色袋）
４月29日○月 ～５月３日○金
　　　　　　　　…収集がありません

保育園での「臨時的一時預かり」
■申本所子育て推進課☎内線180

４月30日○火、５月１日○水・２日○木

実施保育園
　かたばみ保育園
保育時間
　 午前７時30分～午後７時のうち、保護者等が就
労のため保育を必要とする時間
費用
３歳未満…１日3,000円
　３歳以上…１日2,000円
持ち物
昼食、寝具、おむつ等
申込み
　 　 ４月15日○月まで申請書に勤務証明書を添えて
子育て推進課へ
　 ※ 申請書等は同課で交付。市HPからダウンロー
ドすることもできます。

保護者等が就労のため家庭保育ができない
生後６か月以上の未就学児を保育します

…

※詳細は「ごみ収集カレンダー」でご確認ください。

診療を行う科は次のとおりです。
消化器科、循環器科、神経内科、整形外科、小児科、
眼科、産科・婦人科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科
※初診の方は紹介状をお持ちください。
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第２次鶴岡市総合計画が策定されました
総合計画

鶴岡市の今後10年間の市政運営の方向性を定める第２次鶴岡市総合計画が、市議会３月定例会で
承認を受け、策定されました。豊かな自然環境、優れた観光資源、高等教育機関等の研究活動、城下
町の伝統・文化がある生活など、本市のすばらしい資源や特性を生かし、少子高齢化と人口減少に立
ち向かう第2次鶴岡市総合計画の特徴を紹介します。

☆詳しい内容については、市広報７月号と一緒に配付する概要版でお知らせする予定です。

ほんとうの豊かさを追求する　みんなが暮らしやすい
創造と伝統のまち　鶴岡 

－めざす都市像－

毎日、おいしい。ここで、暮らしたい。
－キャッチフレーズ－

市民の声・意見を計画に反映
○市民ワークショップ「つるおか未来カフェ」を実施
○各地域振興懇談会で議論
○鶴岡まちづくり塾で地域ごとにワークショップを実施

総合計画キャッチフレーズの設定
○ 総合計画全体を表す「キャッチフレーズ」を今回新たに
設定

施策の大綱に「地域の振興」を設定
○新たに７番目の施策の大綱として「地域の振興」を設定
○ 基本計画の取り組みにも新たに「地域の振興」の項目を
設定

PDCAサイクルによる計画の進行管理
○ 施策を継続的に評価・改善するPDCAサイクルを取り
入れた進行管理
○基本計画各分野の一定項目に成果指標を設定

■問本所政策企画課☎内線523

と
は
、
多
様
性
の
あ
る
鶴
岡
ら
し
さ
を
取
り

戻
す
こ
と
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
。

　

３
月
６
日
、
鶴
岡
東
高
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
阿
蘓
七
瑚
さ
ん
の
表
敬
訪
問
を
受
け

た
。
長
身
の
エ
ー
ス
と
し
て
チ
ー
ム
を
県
優

勝
に
導
き
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
の
厚
木
Ｓ
Ｃ
に
入
団
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
。
お
父
さ
ん
と
共
に
、
七
瑚
さ
ん
自
身

も
取
り
立
て
の
免
許
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、

車
二
台
を
連
ね
て
、
日
本
一
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
す
、
新
し
い
夢
の
舞
台
へ
向
か
う

と
言
う
。
こ
れ
か
ら
の
前
途
に
幸
多
か
ら
ん

と
、
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
新
年

度
、
新
し
い
学
校
、
新
し
い
職
場
、
市
役
所

で
も
人
事
異
動
が
行
わ
れ
、
新
人
は
も
ち
ろ

ん
、
新
し
い
部
署
、
新
し
い
役
割
で
仕
事
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
民
間
も
行
政
も
、
大
事
な

こ
と
は
、
適
材
適
所
。
多
様
な
生
き
方
と
そ

の
個
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
、
進
み
た
い
方
向
を
意
識
し
、
経

験
を
積
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

２
月
10
日
、
羽
黒
町
婦
人
会
の
「
婦
人
大

学
」
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、
私

は
、
外
山
滋
比
古
氏
の
『
思
考
の
整
理
学
』

と
い
う
本
を
紹
介
し
た
。
も
っ
と
若
い
う
ち

に
読
ん
で
お
き
た
か
っ
た
本
だ
。
当
日
、
い

つ
も
ど
う
や
っ
て
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
か
、

と
質
問
を
受
け
た
。「
朝
飯
前
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
で
は
、
朝
の
頭

で
書
き
上
げ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
ど
う

や
っ
て
仕
事
を
進
め
、解
決
す
る
か
。「
毎
日
、

お
い
し
い
。
こ
こ
で
、
暮
ら
し
た
い
。」
と

い
う
我
が
街
の
充
実
と
具
体
化
の
た
め
、
朝

飯
前
の
時
間
を
有
効
活
用
し
、
市
民
・
企
業

の
皆
様
と
共
に
知
恵
を
絞
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

未来創造のプロジェクトの設定
　各分野を横断的に展開し、相乗効果を狙った取
り組み

○食文化・食産業創造プロジェクト
○産業強化イノベーションプロジェクト

産業をのばす

○若者・子育て世代応援プロジェクト
○全世代全対象型地域包括ケア推進プロジェクト
○輝く女性活躍推進プロジェクト

社会システムを整える

○城下町つるおかリブランディングプロジェクト
○地域国際化SDGs推進プロジェクト

まちを活性化する
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介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

４月以降に受給する年金からの仮徴収（差引き）が始まります
年金からの差引き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問介護保険料………………本所長寿介護課☎内線187または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民健康保険税…………本所課税課☎内線205
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ

　次に該当する方は、４月に平成31年度保険料（税）の仮徴収
が始まります。今回お送りする通知書に記載されている保険料
（税）額は、平成30年度の状況を基に計算した仮の保険料（税）
額です。確定保険料（税）額については７月に改めてお知らせ
します。また、６月以降に新たに年金からの差引きが始まる方
については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金から差し引かれ
　ている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しませんが、
引き続き、仮徴収として、原則２月に差し
引かれた額と同額を４月・６月・８月に支
給される年金から差し引きます。

■４月に新たに仮徴収が始まる方
《介護保険料》

65歳以上の方

昭和28年４月３日～10月２日
生まれで、新たに年金からの差
引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

《国民健康保険税》

65歳以上75歳未満の方

世帯主が昭和28年４月３日～10月
２日生まれで、新たに年金からの差
引きの対象世帯となった方
→２月中旬に仮徴収額決定通知書を
お送りしています

《後期高齢者医療保険料》

原則75歳以上の方

平成30年６月１日～10月２日に後
期高齢者医療制度に加入し、新たに
年金からの差引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知書を
お送りします

　国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金
からの差引きから「口座振替」による支払いに変更
することができます。希望する方はお問い合わせく

ださい。介護保険料は、年金からの差引きになった
場合、ほかの支払い方法に変更することができませ
んのでご了承ください。

■年金からの差引きの対象となる方

条件 介護 国保 後期

①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である
①と②の両方
に該当する方

①～⑤の全て
に該当する方

①～③の全て
に該当する方②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない

③ 国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保険
料を足した額が、差引きの対象となる年金額の半分よりも少ない

④世帯主が国民健康保険の被保険者である

⑤世帯内の国民健康保険被保険者全員が65歳以上75歳未満である

■年金からの差引きが始まる時期

介護保険料・国民健康保険税（生年月日） 後期高齢者医療保険料
（後期高齢者医療制度に加入した日）

年金からの差引
きが始まる時期

昭和28年４月３日～10月２日生まれ 平成30年６月１日～10月２日

➡
４月

昭和28年10月３日～12月２日生まれ 平成30年10月３日～12月２日 ６月

昭和28年12月３日～昭和29年２月２日生まれ 平成30年12月３日～平成31年２月２日 ８月

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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鶴岡市地域介護予防活動支援事業補助金

運動を取り入れた介護予防活動を支援します
介護予防

■申本所長寿介護課☎内線533または各地域庁舎市民福祉課へ

　住民が主体となって高齢者の生きがいづくり等
のために「通いの場」を設け、室内での運動を主と
した介護予防活動をする場合に補助します。

■活動実施期間
　来年３月31日○火まで
■対象団体
　 月２回以上、１回30分以上の運動を含むおおよ
そ１時間30分の介護予防活動を行う65歳以上の
市民５人以上の団体
■補助対象経費
　 講師謝金、コピー代、会場使用料等（飲食費など、
個人に係る経費を除く）

「鶴岡まち活」

市民によるまちづくり事業を募集します
■申本所地域振興課☎内線586または各地域庁舎総務企画課へ

まちづくり

市役所本庁舎別棟整備工事に伴う駐車場減少のお知らせ
市役所

■問本所契約管財課☎内線335

　市役所本庁舎の作業室を建設する工事を実施して
いるため、駐車場が狭くなっています。
　来庁する皆様には大変ご不便をお掛けいたします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。

■工事期間　９月30日○月まで

別   棟

工事中のため
駐車できません

市役所

駐 車 場

 「鶴岡いきいきまちづくり事業」「住民自治組織
ステップアップ事業」「鶴岡パートナーズ」の３
つの事業が「市民まちづくり活動促進事業」に生
まれ変わります。

■募集内容
　▷対象事業
　①地域特性を生かしたまちづくり活動
　②若者が行うまちづくり活動や地域に関する学び
　③市と協働して取り組む市施設の整備・修繕等
　　※ 営利目的、政治的または宗教的、内部の親睦

のための事業は対象外
　▷対象団体
　① ③ … 市内を拠点にまちづくり活動に取り組む、

構成員の過半数が鶴岡市民である５人以上
の団体　※営利事業者、個人は対象外

　② 　 … 市内在住の３人以上の若者による団体・グ
ループ

■支援等の内容
　▷補助金の交付、原材料の支給
　① 補助対象経費の３分の２以内（上限20万円。
年１件のみ上限50万円）

　② 補助対象経費の10分の10以内（上限10万円）
　③原材料の現物支給（上限20万円）
■応募方法
　事業により異なります（①については5月７日○火
まで要望書を提出）。本所地域振興課または各地域庁
舎総務企画課に必ず事前にご相談ください。

■補助金額
　▷参加者数10人以上…年間５万円
　▷参加者数５人～９人…年間２万5,000円
■募集期間
　４月１日○月～26日○金
■その他
　・申請書類やチラシ
　　は、市HPからダウ
　　ンロードすること
　　もできます
　・審査で補助の可否
　　を決定します

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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高齢者用定期券「ゴールドパス」と「自動車運転免許証返納者割引定期券」について
高齢者等の外出支援

健
康
・
福
祉

平
成
31
年
度
の
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

▼
特
定
健
診　

来
年
３
月
末
ま
で
に
40
歳
以

上
に
な
る
市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
に
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り

つ
け
医
で
受
診
を
希
望
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者
に
は
５
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　

受
診
の
際
は
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要
で

す
。
別
途
質
問
票
や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
券
が

送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
す
る
場
合
の

期
間
は
６
月
〜
９
月
で
す
。
５
月
１
日
以
降

に
市
国
保
に
加
入
す
る
方
で
、
特
定
健
診
を

希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
特
定
保
健
指
導　

市
国
保
加
入
者
で
、
特

定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
等
の
必

要
が
あ
る
方
に
対
し
、
健
診
実
施
機
関
ま
た

は
本
市
か
ら
特
定
保
健
指
導
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
専
門
的

に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
、
本
所

国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
５
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
に
助
成
し
ま
す　

■対
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
く
、

４
月
２
日
〜
来
年
４
月
1
日
に
65
歳
・
70
歳
・

■問本所地域振興課内「鶴岡市地域公共交通活性化協議会」事務局☎内線522または庄内交通㈱☎22‐2600へ

　市では、「70歳以上の方」と「自動車運転免許の全てを自主返納した方」のバス定期券購入に補助しています。

■販売する定期券と購入できる方
　庄内全域の庄内交通㈱バス路線*と市営バス路線が乗り放題の定期券です。
　　＊ 高速バス全線、庄内空港連絡バス、季節運行区間「羽黒山頂～月山八合目」、臨時バス「赤川花火臨時バ
　　　ス」・「羽黒山松例祭臨時バス」等を除く。
　▷高齢者用定期券「ゴールドパス」　　…本市に住民登録がある70歳以上の方
　▷自動車運転免許証返納者割引定期券… 本市に住民登録があり、自動車運転免許証を自主返納した方で運

転経歴証明書をお持ちの方（年齢不問）
　　※ 市の補助対象は年間で12か月分までです。補助対象期間（定期券有効期間）中の重複した購入に補助

することはできません。
　　※払戻し、再発行はできません。紛失等には十分注意してください。
■料金（両定期券とも共通）

券　種 販　売　金　額
１か月券 2,500円　　（通常料金1万円）
３か月券 7,500円　　（ 2万7,000円）
６か月券 1万5,000円   （ 5万4,000円）
12か月券 3万円　　　（   10万8,000円）

〃
〃
〃

■購入手続きに必要な物
　▷高齢者用定期券「ゴールドパス」　　… 顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、保険証などの住所・年齢を

証明できるもの　　　　　　　　　　　　　
　▷自動車運転免許証返納者割引定期券… 顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、運転経歴証明書（免許返納

時に警察署が発行）　
　　※各定期券は代理の方でも購入できます。対象の方の上記「購入手続きに必要な物」をお持ちください。
■販売場所
　エスモールバスターミナルまたは庄内交通㈱温海営業所

出張販売します
　老人クラブや地域事業等の会場に庄内交通㈱のスタッフが出向き、その場で定期券を発行します。
　希望する場合は実施日時を庄内交通㈱にご相談ください。

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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本市への移住・定住を支援します

県外からの移住希望者向け「お試し住宅」利用者を募集します
移住・定住促進

■申本所地域振興課☎内線585

県外から鶴岡市への移住をご検討の方へ
　鶴岡市の民間の賃貸物件に、実際に住んでみませんか。最長６か月間の家賃等の一部を補助し、鶴岡暮ら
しを後押しします。

■対象者と募集数
▷対象者…以下の全てに該当する方
・県外から本市に移住を希望する成人の方
・ 移住の理由が転勤、本市在住者との結婚または進
学以外の方
・ 国、県または他市区町村から住宅についての補助
金や公的扶助を受けていない方
・本市の税を滞納していない方（Ｕターン者の場合）
・申込者・同居者が暴力団構成員でない方
▷募集数…４件程度
※ 基本的に先着順ですが、要件等の審査があります
（市の審査とは別に物件管理会社の審査あり）。

■募集開始
　４月８日○月から

　「お試し住宅」契約時・入居中に自己負担した家
賃及び仲介手数料、家賃保証保険保証料の一部を、
補助対象期間終了後の申請に基づき最長６か月間補
助します（下表参照）

■支援内容

■対象となる物件
　鶴岡市移住・定住促進サイト「前略つるおかに住
みマス。」に掲載しています。

　（表）家賃区分と家賃・仲介手数料・家賃保証保険保証料補助額
補助項目

家賃区分
家賃補助額
（最長６か月） 仲介手数料補助額 家賃保証保険保証料

補助額

～1万5,000円 0円 家賃以内の仲介手数料
の相当額

家賃以内の家賃保証保険
保証料の相当額

1万5,001円
～ 4万6,000円

家賃から1万5,000円を
差し引いた額

家賃以内の仲介手数料
の相当額

家賃以内の家賃保証保険
保証料の相当額

4万6,001円～ 3万1,000円 4万6,000円以内
の仲介手数料の相当額

4万6,000円以内の家賃
保証保険保証料の相当額

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０

０
歳
に
な
る
方
、
１
０
１
歳
以
上
の
方
（
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
方
〈
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
〉
も
対
象
）　

■
助
成

額　

４
、
０
０
０
円　

■問
健
康
課
☎
内
線
３

７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
生
活
保
護
・

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り

（
要
事
前
申
請
）

平
日
は
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
①
７
月
７
日
○日

②
９
月
１
日
○日

■場
荘

内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
40
歳
以
上
の
方
で
職
場
の

が
ん
検
診
が
な
い
方
各
回
先
着
30
人　

■内
・

■費
・
■
受
付
時
間　

▽
胃
が
ん
（
１
、
０
０

０
円
）・
大
腸
が
ん
（
５
０
０
円
）・
肺
が
ん

（
２
０
０
円
）
…
午
前
７
時
30
分
〜
９
時
（
原

則
全
て
受
診
）　

▽
乳
が
ん（
１
、２
０
０
円
）

…
午
前
８
時
30
分
〜
9
時
30
分　

■申
①
５
月

20
日
○月
ま
で
、
②
７
月
22
日
○月
ま
で
、
健
康

課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り（
要
事
前
申
請
）

将
来
の
胃
が
ん
予
防
の
た
め
に

中
学
生
胃
が
ん
予
防
事
業

　

胃
が
ん
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
が
体
に
入
り
込
ん
で
間
も

な
い
中
学
生
の
時
期
に
、
学
校
健
診
尿
を
活

用
し
た
ピ
ロ
リ
抗
体
検
査
を
実
施
し
、
早
期

鶴岡市移住・定住促進サイト
前略　つるおかに住みマス。
http://tsuruoka‐iju.jp/
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で
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も

受
け
付
け
ま
す
（
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
除
く
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

名
称
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

▼
旧
し
お
ん
荘
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
新
名
称　

鶴
岡
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー　

■
新
住
所　

友
江
町
２
‐
18
（
旧
友
江

荘
跡
地
）　

■
新
電
話
番
号　

☎
35
‐
０
３

０
０

▼
旧
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
じ
荘

（
☎
64
‐
８
２
８
１
）　

■
新
名
称　

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぐ
ろ

■問
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
１
へ

障
害
者
手
帳
の
交
付

　

障
害
の
内
容
、
程
度
に
応
じ
て
各
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳　

■対
手
・
足
・
目
・
耳
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

▼
療
育
手
帳　

■対
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
み
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

■対
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
共
通　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
既
に

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
と
現
住
所
が
異
な
る
方
は
「
居

当
た
り
３
０
０
円
の
サ
ー
ビ
ス
券
を
月
８
枚
、

年
間
96
枚
を
限
度
に
交
付　

■持
印
鑑　

■申
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

認
知
症
高
齢
者
等

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

な
ど
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
65
歳
以

上
の
方
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
）
で
日
常
生
活
自
立
度
が

Ⅱ
ａ
以
上
の
方　

■時
１
か
月
当
た
り
80
時
間

ま
で　

■費
１
時
間
２
０
０
円
（
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
。
利
用
料
は
利
用
時
間
帯
に
よ
っ

て
割
増
し
に
な
り
ま
す
）　

■申
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
事
前
に
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
の
一
部
助
成

■対
70
歳
以
上
の
方　

■内
市
と
協
定
し
て
い
る
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等
か
ら
受

け
た
施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
の
助

成
券
を
交
付
（
年
６
枚
、
10
月
以
降
の
申
請

に
つ
い
て
は
年
３
枚
）　

■持
年
齢
を
証
明
で

き
る
も
の
（
保
険
証
・
免
許
証
等
）、
印
鑑

■申
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
鶴
岡
地
域

き
ウ
ィ
ッ
グ
１
個
、
１
回
限
り
）　

■持
が
ん

の
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明
書
類

（
お
薬
手
帳
、
診
療
明
細
書
等
）、
医
療
用
ウ

ィ
ッ
グ
購
入
時
の
領
収
書
、
運
転
免
許
証
ま

た
は
医
療
保
険
証
の
写
し
、
印
鑑
、
振
込
先

通
帳
の
写
し　

■申
申
請
書
を
健
康
課
☎
内
線

３
７
６
へ　

■他
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

及
び
代
理
人
の
本
人
確
認
が
必
要
。
市
HP

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器　

■対
65
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等
（
要
介
護
２
以

上
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
а
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器　

■対
65
歳
以
上
で
市
民
税
非

課
税
の
、
心
身
機
能
の
低
下
に
伴
い
防
火
等

の
配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
、
要
支
援
２

以
上
）

▼
共
通　

■持
印
鑑　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対
市
内
在
住
の
、
65
歳
以
上
で
市
民
税
非
課

税
の
方
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方
で
、
通

院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専

用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠
な
方　

■内
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

発
見
・
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
学

校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
中
学
２
年
生　　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
８

風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
定
期

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
の
な

か
っ
た
世
代
の
男
性
が
、
２
０
２
２
年
３
月

ま
で
に
限
り
、
抗
体
検
査
及
び
定
期
予
防
接

種
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

■対
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性　

■費
無
料
（
定
期
予
防
接
種
は

一
部
自
己
負
担
が
生
じ
る
場
合
あ
り
）　

■他

今
年
度
は
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
に
案
内
文
書
を
順
次

送
付
（
十
分
な
抗
体
価
が
あ
る
検
査
結
果
や

予
防
接
種
歴
の
記
録
が
あ
る
方
を
除
く
）

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
２
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
を
受
け

て
い
る　

②
が
ん
の
治
療
に
伴
う
脱
毛
に
よ

っ
て
、
就
労
や
社
会
参
加
等
に
支
障
が
あ
る
、

ま
た
は
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
装
着
が
必
要
で
あ
る

③
他
の
法
令
等
に
基
づ
く
助
成
を
受
け
て
い

な
い　

④
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入

し
た
も
の
で
過
去
に
本
事
業
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い　

■
助
成
額　

購
入
費
の
２
分
の

１
（
上
限
２
万
円
。
助
成
回
数
は
１
人
に
つ
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口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
額
50
円
割
引

さ
れ
、
保
険
料
は
１
万
６
、
３
６
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
納
・
早
割
制
度
を
利
用

し
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
た
場
合
や
、
死

亡
し
た
場
合
等
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
資
格
を
喪
失
し

た
月
以
降
の
保
険
料
が
還
付
さ
れ
ま
す

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療

証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

毎
年
の
医
療
証
更
新
手
続
き
を
簡
素
化
し
、

自
動
更
新
と
し
ま
す
。
申
請
書
の
提
出
が
必

要
な
方
に
は
、
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、４
月
19
日
○金
ま
で
ご
提
出
下
さ
い
。申
請

書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
自
動
更
新
に
は
な

ら
ず
、
新
し
い
医
療
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

浄
化
槽
を
設
置
・
交
換
す
る

方
へ

▼
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助　

今
年
度
、
鶴
岡
地
域
、
羽
黒
地
域
の
対
象
区

域
で
、
合
併
浄
化
槽
（
５
人
槽
〜
10
人
槽
）

を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

そ
の
他
の
地
域
の
対
象
区
域
に
つ
い
て
は
、

市
が
設
置
し
ま
す

▼
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
へ
の
補
助

対
象
区
域
で
、
単
独
浄
化
槽
・
汲く

み
取
り
便

槽
を
合
併
浄
化
槽
に
交
換
（
新
築
・
建
替
え

は
対
象
外
）
す
る
方
に
、
山
形
県
浄
化
槽
整

備
促
進
事
業
に
基
づ
く
補
助
金
を
交
付
し
ま

す▼
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
へ
の
補
助　

対

象
区
域
で
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
た
め

に
、
排
水
設
備
工
事
（
既
設
の
汲
み
取
り
便

所
の
改
造
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄
化
槽
の
廃

止
を
伴
う
も
の
に
限
る
）
を
行
う
方
に
補
助

金
の
交
付
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子

補
給
を
行
い
ま
す

▼
共
通　

■
対
象
区
域　

公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
計
画
区

域
を
除
く
区
域　

■申
上
下
水
道
部
下
水
道
課

☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
い
ず
れ
も
予
算
の
上

限
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す

井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
下
水
道
使
用
者
の
方
へ

　

井
戸
水
や
湧
水
を
お
使
い
の
場
合
は
原
則

と
し
て
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
設
置
が
難
し
い
場
合
は
次
の
よ
う
に

認
定
し
ま
す
。

▽
井
戸
水
や
湧
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
の
場
合
…
１
人
当
た
り
１
か
月
６
㎥
と
し
、

世
帯
人
数
を
乗
じ
て
使
用
水
量
を
認
定　

▽
上
水
道
と
井
戸
水
等
を
併
用
し
て
い
る
家

庭
の
場
合
…
上
水
道
の
使
用
水
量
に
、
１
人

当
た
り
１
か
月
３
㎥
を
世
帯
人
数
分
加
え
て

認
定

　

世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出

が
必
要
で
す
の
で
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　

納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
家
族

▼
閲
覧
制
度　

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲
覧
し
、
自
己
の

資
産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で

き
ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に

つ
い
て
確
認
で
き
ま
す　

■対
納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
一
世
帯
の
家
族
、
納
税
管

理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
こ
れ
ら
の
代
理

人
等

▼
共
通　

■日
４
月
１
日
○月
〜
５
月
31
日
○金　
　

■場
本
所
課
税
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課　

■費
無
料
（
課
税
台
帳
の
写
し
の
交
付

は
有
料
）　

■持
免
許
証
等
本
人
確
認
書
類（
代

理
人
は
委
任
状
、
借
地
人
・
借
家
人
は
契
約

書
等
が
必
要
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２

０
７国

民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

さ
れ
ま
し
た　

４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月

額
１
万
６
、
４
１
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料

は
19
万
６
、
９
２
０
円
）

▼
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て　

保
険
料

１
年
分
を
一
括
で
５
月
７
日
○火
ま
で
に
納
付

す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。
納
付
書
で
納
付
す

る
場
合
の
納
付
額
は
19
万
３
、
４
２
０
円

（
３
、
５
０
０
円
割
引
）、
口
座
振
替
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
19
万
２
、
７
９
０
円

（
４
、
１
３
０
円
割
引
）
で
す
（
６
か
月
分

の
前
納
も
で
き
ま
す
）

▼
当
月
口
座
振
替
（
早
割
制
度
）
も
お
得
で

す　

そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に

住
地
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。
手
帳
と
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
上
、
届
出
し
て
く
だ
さ
い

民
生
委
員
児
童
委
員
が　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
６
民
生
区
（
第
六
学
区
）
…
石
塚
美
代

（
主
任
児
童
委
員
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

税
・
年
金
・
医
療

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
電
話
予
約
し
た
上

で
税
務
署
へ
、
市
・
県
民
税
申
告
が
必
要
な

方
は
本
所
課
税
課
へ
速
や
か
に
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
確
定
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０

１　

市
・
県
民
税
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
１

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・

閲
覧
制
度

▼
縦
覧
制
度　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す　

■対
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産
業
化
相
談
窓
口
」
を
本
所
農
政
課
・
商
工

課
、
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
課
内
つ
る
お
か
農
商
工
観
連
携

総
合
推
進
協
議
会
☎
内
線
５
６
７
、
本
所
商

工
課
☎
５
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ　

■他
６
次
産
業
化
関
連
施
策
等
の
情

報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
HP

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

５
月
31
日
ま
で
「
ま
ず
は
ワ
ン
チ
ェ
ッ

ク
、
ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で
農
作
業
安
全
」
を

テ
ー
マ
に
「
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
留
意
し
、
安

全
な
作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万

が
一
に
備
え
、
労
災
保
険
や
任
意
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を　

▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で　

▽
点
検
整
備
は
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て　

▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

出
掛
け
る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
遭

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る　

▽
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る　

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い　

▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
締
切
り
後
も
予

算
の
範
囲
内
で
随
時
受
付
。
市
HP

農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
農
業
者
が
中
心
の
団
体
、
農
協
、
直
売
組

織
、
農
業
生
産
法
人
な
ど
が
行
う
、
首
都
圏

等
の
県
外
で
開
催
さ
れ
る
商
談
会
へ
の
出

展
、
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
な
ど
販
路
開
拓
活

動　

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
は
国
内
10
万
円
、
海
外
25

万
円
）　

■申
４
月
26
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課

☎
内
線
５
７
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ　

■他
締
切
り
後
も
予
算
の
範
囲
内
で

随
時
受
付
。
市
HP

つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル

配
信
の
ご
案
内

　

農
業
者
向
け
の
補
助
金
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の

各
種
案
内
を
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。

■
配
信
日　

不
定
期　

■
配
信
者　

本
所
農

政
課　

■
登
録
方
法　

件
名
に
「
メ
ー
ル
配

信
希
望
」、
本
文
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、
同
課
に

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は　

25
‐
８
７
６
３
を
送

信　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
６
７　

■他
市

HP
農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化

相
談
窓
口
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
内
農
林
漁
業
者
・
商
工
業
者

等
で
農
商
工
観
連
携
及
び
６
次
産
業
化
に
取

り
組
む
意
欲
が
あ
る
方
の
相
談
に
応
じ
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
、「
農
商
工
観
連
携
・
６
次

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録
は
動
物
病

院
で
も
行
え
ま
す　

案
内
は
が
き
が
必
要

（
料
金
は
各
動
物
病
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
犬
を
リ
ー

ド
等
で
つ
な
ぎ
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
が
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

町
内
会
（
自
治
会
・
住
民
会
等
）
は
、
同

じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
助
け
合
い
、安
全
・

安
心
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た

め
の
組
織
で
、
住
民
同
士
の
親
睦
・
交
流
活

動
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
清
掃
、

防
犯
灯
の
設
置
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災

訓
練
及
び
広
報
の
配
付
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
町
内
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
連
絡
先
な
ど
が
不
明
な
場
合
は
、
本

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
２
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
産
物
等
の
加
工
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
市
内
在
住
の
農
林
漁
業
者
ま
た
は
農
林
漁

業
者
を
含
む
団
体
が
行
う
、
農
林
水
産
物
の

加
工
に
新
た
に
挑
戦
す
る
事
業
、
食
品
加
工

会
社
と
連
携
し
て
加
工
品
開
発
に
取
り
組
む

事
業
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る

事
業　

■
補
助
金
額　

事
業
費
の
３
分
の
２

以
内
（
上
限
30
万
円
）　

■申
４
月
26
日
○金
ま

で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
４
ま
た
は
各
地

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

下
水
道
用
自
己
メ
ー
タ
ー
の

管
理
に
つ
い
て

　

メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に
よ
っ
て
有
効
期
限

（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
己

メ
ー
タ
ー
を
設
置
の
方
は
、
期
限
が
切
れ
る

前
に
、
交
換
や
撤
去
な
ど
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。
既
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
場

合
は
、
不
具
合
で
正
確
な
検
針
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
ご
対
応
く

だ
さ
い
（
交
換
な
ど
に
係
る
費
用
は
自
己
負

担
）。
ま
た
、
違
法
な
接
続
は
処
罰
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
〜
６
月
）に
受
け
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
・
５
月
に
全
地
域
で
集
合
注
射
会
場

を
設
け
ま
す
（
注
射
料
金
３
、
２
０
０
円
）

登
録
済
み
の
方
に
は
３
月
末
に
案
内
は
が
き

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
案

内
は
が
き
・
市
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
都

合
に
合
わ
せ
て
ど
の
日
時
・
会
場
で
も
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）　

注

射
会
場
で
も
新
規
登
録
や
登
録
事
項
の
変
更

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
他
市
区
町
村
か
ら
転

入
し
た
方
は
、
前
登
録
地
で
の
鑑
札
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
な
く
し
た
方
は
別
途
１
、
６

０
０
円
が
必
要
）

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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「
よ
く
見
て　

確
認　

ゆ
と
り
行
動
」
を
心

掛
け
、
子
供
に
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
で
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

毎
年
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー　
　

４
月
２
日
〜
８
日
は
発
達
障
害
啓
発
週
間

　

毎
年
４
月
２
日
は
自
閉
症
啓
発
の
た
め
、

い
や
し
・
希
望
・
穏
や
か
を
表
す
「
青
」
を

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
し
て
、
世
界
各
地
で
イ

ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
は
２
日
〜
８
日
を
、
自
閉
症

を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
を
知
る
た
め
の

発
達
障
害
啓
発
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
互
い
に
個

性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
０

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
巣
立
ち
し
て
間
も

な
い
幼
鳥
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

親
鳥
が
近
く
に
い
る
た
め
、
救
護
を
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
巣
か
ら

落
ち
た
ヒ
ナ
も
同
様
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

　

森
林
の
適
切
な
経
営
や
管
理
が
行
わ
れ
な

い
と
、
土
砂
災
害
の
防
止
や
水
源
の
か
ん
養

等
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

森
林
が
適
切
に
経
営
・
管
理
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
、
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
、
市
が

経
営
・
管
理
を
受
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
森

林
経
営
管
理
制
度
が
４
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
森
林
の
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

例
年
春
先
に
野
焼
き
に
よ
る
火
災
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
と
は
、
廃
棄
物
等
を

屋
外
で
燃
や
す
行
為
で
、
大
量
の
煙
や
臭
い

が
発
生
し
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
支
障
を
来

し
ま
す
。

　

ま
た
、
違
法
に
焼
却
す
る
と
懲
役
ま
た
は

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ

ッ
ク
囲
い
で
の
焼
却
、
基
準
に
合
わ
な
い
焼

却
炉
の
使
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問
野
焼
き
に
関
す
る
相
談
…
本
所
環
境
課
☎

内
線
７
１
８　

火
災
の
場
合
…
☎
１
１
９

紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
事
業
で
紙
お
む

つ
を
配
達
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
要
件　

①
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
し
所
在
区
分
が
市
内
ま
た
は
準
市
内

で
あ
る
こ
と　

②
紙
お
む
つ
等
排
せ
つ
関
連

用
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ

と
（
紙
お
む
つ
と
尿
と
り
パ
ッ
ド
の
取
扱
い

は
必
須
）　

③
市
内
一
円
に
配
達
可
能
で
あ

る
こ
と　

■
業
務
開
始　

９
月
配
達
分
か
ら　

■申
５
月

10
日
○金
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９

３
へ　

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP「

忘
れ
な
い 

豊
か
な
森
と 

火
の
怖
さ
」　　
　

山
火
事
注
意
！ 

多
発
時
期
で
す

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
た

ば
こ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
森
林
の

焼
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

５
月
４
日
○土
の
祝
日「
み
ど
り
の
日
」は
、

国
民
が
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
、
そ
の
恩

恵
に
感
謝
し
豊
か
な
心
を
育
む
日
で
す
。
４

月
15
日
○月
〜
５
月
14
日
○火
は
「
み
ど
り
の
月

間
」
と
し
て
、
全
国
で
「
緑
の
募
金
」
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
森
づ
く

り
や
街
の
緑
づ
く
り
、
学
校
の
緑
化
活
動
等

に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化

事
業
を
行
う
団
体
へ
の
交
付
金
制
度
に
よ
る

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

４
月
６
日
〜
15
日
は  

新
入
学
児
童（
園
児
）の
交
通
事
故
防
止
強
化
旬
間

　

新
入
学
の
時
期
は
、
交
通
ル
ー
ル
等
に
不

慣
れ
な
児
童
・
園
児
の
急
な
飛
び
出
し
な
ど

に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
感
染
症
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
策
と
し
て
、
山
に
入
る
際
は
長

袖
を
着
用
す
る
な
ど
肌
を
露
出
し
な
い
服
装

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

「
忘
れ
て
な
い
？ 
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認
」

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

４
月
９
日
○火
〜
22
日
○月
の
２
週
間
、「
住

宅
防
火
対
策
の
推
進
」
等
を
重
点
目
標
に
掲

げ
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
す
る
春
先
、
た
き
火
、
た
ば
こ

な
ど
が
原
因
の
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を

持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

医師修学資金貸与制度のご案内
荘内病院

　医学生を経済的に支援するため医師修学資金を貸与し
ています。大学卒業後一定の期間、当院に勤務すると、
貸与した資金の返還を免除します。現在、本市出身の医
学生7人が利用しています。
◆対象は次の条件を満たす方です
　▷大学卒業後、医師として当院に勤務する意思がある
　▷大学の医学を履修する課程に在学している
　▷原則としてほかの修学資金等の返還債務がない
◆申込み受付　
　５月31日○金まで（郵送の場合は当日消印有効）
　 貸与までの流れなどの詳細は当院HPをご覧ください

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6327
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

朝日 月山あさひ雪まつり2019

＜月山あさひ博物村ほか＞

雪に親しみ、楽しむ冬の朝日地域恒例のイベン
トに、多くの親子連れなどが訪れました。雪玉
を使ったストラックアウト、雪上カルタ等、寒

２.17
い冬ならではの遊びが盛りだくさん。特に雪の
滑り台が子供たちに人気で、高い山の上から歓
声を上げながら何度も滑り下りていました。

創業支援の取り組みである同コンテスト。地域
貢献性等が評価され、地元食材の天然酵母を使
ったパン教室と販売を計画した三浦眞紀子さん

２.23
が最優秀賞に選ばれました。アイデア部門・優
秀賞の鶴岡高専の学生にはＪＡ庄内たがわから
副賞が贈られ、創業への機運が高まりました。

鶴岡 ビジネスプランコンテスト　最終選考者プレゼンテーション＆表彰式

＜マリカ＞
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鶴岡の食文化を学ぶ首都圏の学生による
報告会や食の専門家等の討論が行われ、
様々な視点で本市の魅力を伝えました。

２.16

鶴岡 つるおか食文化フォーラム～伝えたい 鶴岡の食を～

＜先端研究産業支援センター＞

温海 温泉卓球 in あつみ

県内各地から参加したラージボール卓球
愛好家約200人が白熱したラリーを展開。
試合の後は温泉で汗を流しました。

２.23
  ・24

＜温海中＞

櫛引 あそびの会育児講座

入園前の子供たちとその家族がリトミッ
クなどのリズム遊びを体験。講師のピア
ノに合わせて楽しく体を動かしました。

２.19

＜櫛引スポーツセンター＞

櫛引 「庄内グラトリセッション」by SGstyler with 高橋玲・蛭田匠

県内外から総勢60人のスノーボーダー
が参加。「グラトリ」と呼ばれる技を思い
思いに披露しゲレンデをにぎわせました。

２.24

＜櫛引たらのきだいスキー場＞

藤島 地産地消料理教室　～春のフレンチ～

食の都庄内親善大使・太田政宏氏の指導
の下、庄内浜でとれた魚などをふんだん
に使った３品の調理に挑戦しました。

３. １

＜藤島エコタウンセンター＞

鶴岡 BISTRO（ビストロ）下水道「じゅんかん育ちを学校へ」

下水処理で生じる消化ガスの発電熱で栽
培したホウレン草を給食で提供。ミス日
本「水の天使」谷桃子さんと味わいました。

３. ７

＜朝暘五小＞
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前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎

44
‐
３
２
１
１

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

■日
４
月
21
日
○日
午
後
６
時　

■
出
演  

Ｔ
Ｒ

ｅ
Ｓ　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水

族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

早
田
孟
宗
直
売
所「
産
直
わ
さ
だ
」

■日
４
月
27
日
○土
〜
５
月
12
日
○日
の
午
前
８
時

30
分
〜
10
時
30
分　

■場
早
田
地
内
国
道
７
号

駐
車
帯
付
近　

■内
新
鮮
な
朝
掘
り
孟も

う
そ
う宗
の
量

り
売
り　

■問
早
田
自
治
会
☎
44
‐
２
１
５
２

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋
「
キ
ラ
リ
」

か
た
く
り
園
・
水
芭
蕉
園

▼
か
た
く
り
・
水
芭
蕉
ま
つ
り　

■日
４
月
27

日
○土
〜
５
月
６
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■場
同
茶
屋　

■内
旬
の
山
菜
等
地
元
農
産
物
販

売▼
か
た
く
り
園　

■日
４
月
下
旬　

■費
大
人
２

０
０
円　

■他
同
茶
屋
で
要
受
付

▼
水
芭
蕉
園　

■日
４
月
下
旬
〜
5
月
上
旬

■費
大
人
２
０
０
円　

■他
同
茶
屋
で
要
受
付

▼
共
通　

■申
同
茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

由
良
海
洋
つ
り
掘
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
27
日
○土
〜
10
月
20
日
○日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０
円
（
入

４
時　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■内
ク
ラ
フ
ト
３

ｄ
ａ
ｙ
ｓ
、
手
仕
事
展
、
シ
ル
ク
de
ク
ラ
フ

ト
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
（
21
日
の

み
）、
軽
食
販
売
等　

■問
同
ま
つ
り
実
行
委

員
会
☎
64
‐
１
３
３
１

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房

「
遊
っ
た
り
や
」
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
20
日
〜
11
月
24
日
の
毎
週
土
曜
・
日

曜
日
、祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
15
分（
平

日
は
要
予
約
）　

■内
し
な
布
の
し
お
り
・
ハ

ー
ブ
せ
っ
け
ん
作
り
、
小
物
の
展
示
・
販
売
、

か
ぶ
漬
け
体
験
（
季
節
限
定
）
等　

■費
３
０

０
円
か
ら　

■問
出
羽
商
工
会
温
海
支
所
内
あ

つ
み
湯
け
む
り
女
子
会
☎
43
‐
２
４
１
１

ま
ち
か
ど
琵
琶
演
奏
会

■日
４
月
21
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
江
鶴
亭　

■定
先
着
50
人　

自
分
の
作
品
で
お
茶
会
し
ま
し
ょ
う

松
岡
窯
陶
芸
教
室

■日
・
■内
４
月
21
日
○日
午
後
１
時
30
分
…
茶
わ

ん
・
銘
々
皿
作
り　

６
月
16
日
○日
午
後
２
時

…
和
菓
子
作
り
、
作
品
を
使
っ
て
お
茶
会

■定
15
人　

■費
３
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
同
教

室
☎
62
‐
４
８
２
４

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

旬
菜
・
山
菜
・
も
う
そ
う
ま
つ
り

■日
旬
菜
ま
つ
り
…
４
月
21
日
○日　

山
菜
ま
つ

り
…
27
日
○土
〜
29
日
○月
、
５
月
３
日
○金
〜
６

日
○月　

も
う
そ
う
ま
つ
り
…
12
日
○日　

■時
午

あ
つ
み
温
泉
・
温
海
川
河
畔

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬
の
日
没
〜
午
後
11

時　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」の
鶴
岡
公
園

鶴
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬　

■問
本
所
観
光
物
産
課

☎
内
線
５
６
９（
露
店
の
出
店
期
間
は
本
所

都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６
５
）

▼
お
花
見
茶
会　

■日
４
月
13
日
○土
正
午
〜
午

後
３
時　

■場
荘
内
神
社　

■費
４
０
０
円　

■

前
売
り
券
取
扱
い　

鶴
岡
商
工
会
議
所
、
鶴

岡
市
観
光
案
内
所
、
本
所
観
光
物
産
課
、
同

神
社
、
致
道
博
物
館　

■問
同
会
議
所
☎
24
‐

７
７
１
１　

■他
甲か
っ
ち
ゅ
う冑
試
着
・
和
菓
子
作
り
体

験
あ
り
（
有
料
）

▼
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

■
応
募
期
間　

桜
開
花
日
〜
５
月
12
日
○日　

■
撮
影
対
象　

市
内
指
定
範
囲
の
桜　

■
各

賞　

グ
ラ
ン
プ
リ
、
優
秀
賞
等　

■問
同
会
議

所
☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
HP

加
藤
清
正
公
を
偲
ぶ
茶
会

■日
４
月
20
日
○土
・
21
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
21
日
は
午
後
２
時
ま
で
）　

■場
丸
岡

城
跡
史
跡
公
園
等　

■内
野
だ
て
、
本
席　

■費

５
０
０
円　

■問
前
田
☎
57
‐
５
5
５
６

松
ヶ
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
19
日
○金
〜
21
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

催
し

温
海
の
特
産
品
が
並
ぶ

あ
つ
み
温
泉
名
物
「
朝
市
」

■日
４
月
１
日
○月
〜
11
月
30
日
○土
午
前
５
時
30

分
〜
８
時
30
分　

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

出
羽
三
山
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
入
選
作
品
展

■日
４
月
18
日
○木
〜
６
月
24
日
○月
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
０
０
円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念
館

☎
62
‐
４
７
２
７

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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月
に
１
度
の
限
定
開
催

朝
市
広
場
de
ひ
る
い
ち
２
０
１
９

■日
４
月
〜
11
月
の
毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
11

時
〜
午
後
４
時　

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場　

■内
月
ご
と
の
開
催
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
出
店

と
振
る
舞
い
、
ク
ラ
フ
ト
出
店
等　

■問
あ
つ

み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鶴
岡　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

■日
４
月
29
日
○月
午
前
７
時
30
分　

■場
湯
の
浜

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

■費
２
、
０
０
０
円

■申
４
月
15
日
○月
ま
で

開
園
時
は
の
ぼ
り
旗
を
立
て
ま
す

下
田
沢
か
た
く
り
園 

開
園

■日
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬　

■問
朝
日
庁
舎
産

業
建
設
課
☎
53
‐
２
１
２
０　

■他
市
HP

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 
春
の
例
大
祭
奉
納
上
演

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

■日
５
月
３
日
○金
午
後
２
時
〜
５
時　

■場
山
五

十
川
古
典
芸
能
伝
承
館　

■内
山
戸
能
…
座
揃

囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
舟
弁
慶　

山

五
十
川
歌
舞
伎
…
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

吉
田

社
車
曳
の
場　

■問
山
五
十
川
公
民
館
☎
45
‐

２
９
４
９

鼠
ヶ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
５
月
５
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分　

■場
鼠
ヶ
関
港　

■内
鮮
魚
販
売
（
午
前
10
時
）、

場
の
み
は
１
０
０
円
）　

中
学
生
以
下
…
６

０
０
円　

■問
同
つ
り
堀
☎
73
‐
２
６
６
６

■他
さ
お
・
餌
の
持
込
み
禁
止

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

■日
４
月
27
日
○土
・
28
日
○日
、
５
月
５
日
○日

■時
午
前
10
時
・
11
時
30
分
、
午
後
２
時　

■定

各
回
先
着
78
人　

■内『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ

ン
マ
ン　

星
の
色
と
空
の
色
』　

■費
３
歳
以

上
…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場

・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

期
間
中
の
土
曜
・
日
曜
日
は
特
設
テ
ン
ト
市
場
も
開
設

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー「
山
菜
ま
つ
り
」

■日
４
月
27
日
○土
〜
５
月
下
旬
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
２
時　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー

☎
58
‐
１
４
５
５

内
線
５
１
７
へ　

■他
雨
天
決
行

も
う
そ
う
汁
、あ
つ
み
温
泉
旅
館
で
入
浴
も
楽
し
め
る

温
海
嶽
開
山
祭
・
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
５
月
19
日
○日
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
（
湯
温
海
地
区
熊
野
神
社
集
合
）　

■定

50
人　

■費
中
学
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円

小
学
生
以
下
…
無
料　

■申
５
月
13
日
○月
ま
で

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
４
月
８
日
○月
、
５
月
13
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日
４

月
・
５
月
の
毎
週
２
回　

■時
午
後
２
時
・
７

時　▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

４
月
11
日
○木
、
５
月
９
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
４
月
17
日
○水
午
後
２
時
30
分
、

５
月
15
日
○水
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

ナ
イ
タ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
ス

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
レ
デ
ィ
ー
ス　

■日
４
月
９
日
〜
10
月
29
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時　

■対
経
験
者
先
着

20
人　

■費
１
万
円

鼠
ヶ
関
辨
天
太
鼓
、
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

（
■定
先
着
３
０
０
人　

■費
５
０
０
円
）、
魚
の

つ
か
み
取
り
（
小
学
生
限
定
）、
エ
ビ
汁
や

イ
カ
の
一
夜
干
し
等
の
出
店
等　

■問
山
形
県

漁
協
念
珠
関
総
括
支
所
☎
44
‐
２
１
０
０

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
５
月
11
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
金
峯
山
、
ケ
ヤ
キ

の
森　

■定
先
着
20
人　

■内
新
緑
の
金
峯
山
散

策
等　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

大
学
生
…
２

５
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
４
月
１
日
○月
〜
17
日
○水
ま
で
本
所
環
境
課

☎
内
線
７
０
８
へ　

■他
雨
天
時
は
内
容
変
更

早
田
孟
宗
の
里
ま
つ
り

■日
５
月
12
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■場
早
田
公
民
館　

■内
早
田
の
「
ん
め
も
の
」

コ
ー
ナ
ー
（
■時
午
前
11
時
30
分　

■費
食
券
１
、

０
０
０
円
）、
朝
掘
り
孟
宗
等
の
販
売
、
孟

宗
掘
り
体
験
（
■定
先
着
50
人　

■費
大
人
…
１
、

５
０
０
円
〈
昼
食
代
・
孟
宗
お
土
産
付
き
〉　

小
学
生
以
下
…
50
円　

■持
軍
手
等　

■申
４
月

26
日
○金
ま
で
）　

■問
早
田
自
治
会
☎
44
‐
２

１
５
２

「
Ｊ
Ｔ
の
森 

鶴
岡
」森
づ
く
り
活
動

■日
５
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■場

旧
い
こ
い
の
村
庄
内
周
辺　

■内
松
く
い
虫
被

害
箇
所
へ
の
植
樹　

■持
軍
手
、
帽
子
等　

■申

４
月
26
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　　

鶴岡江戸川友好交流演奏会

■日時　４月28日○日午後１時30分
■会場　荘銀タクト鶴岡
■出演　指揮：船橋洋介
　　　　ソリスト：中山祥子、鈴木集、佐藤淳一
　　　　管弦楽：酒田フィルハーモニー管弦楽団
　　　　合唱：鶴岡江戸川交流合唱団、江戸川第九
　　　　　　　を歌う会、鶴岡北高校音楽部、鶴岡
　　　　　　　放送児童合唱団、女声アンサンブル　　
　　　　　　　ろすまりん
■入場料　大人：2,000円　高校生以下：1,000円
　　　　　（当日は各500円増し）

カール・オルフ作曲「カルミナ・ブラーナ」
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囲
が
85
㎝
以
上
の
男
性
、
90
㎝
以
上
の
女

性
（
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

を
除
く
。
服
薬
中
の
方
は
医
師
に
要
相
談
）　

③
全
日
程
に
参
加
可
能
な
方　

④
こ
れ
ま
で

に
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方　

■内
健
康
度
・
形
態
測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）、
健
康

学
習
（
食
生
活
や
運
動
、
体
の
仕
組
み
等
）、

生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談　

■費
１
、
３

０
０
円　

■申
５
月
10
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０
へ　

■他
市
HP

鶴
岡
モ
ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会

■日
５
月
27
日
○月
か
ら　

■内
４
チ
ー
ム
ず
つ
で

の
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

■費

１
万
３
、
０
０
０
円
（
開
会
式
後
の
懇
親
会

費
含
む
）　

■申
４
月
25
日
○木
・
26
日
○金
午
後

５
時
〜
７
時
に
小
真
木
原
野
球
場
へ　

■問
高

橋
☎
75
‐
２
６
５
８　

■他
申
込
み
用
紙
は
同

球
場
に
設
置

県
立
高
校
の
体
育
施
設
を

開
放
し
ま
す

▼
加
茂
水
産
高
校
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）　

■日
５
月
〜
来
年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時　

■費
全
面
…
３
、
７
９
０
円　

半
面
…
１
、
８
９
０
円　

■申
同
校
☎
33
‐
３

０
３
１　

▼
共
用
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
、
卓
球
場
）

■日
５
月
〜
来
年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時　

■場
旧
鶴
岡
家
政
高
校　

■費
ア

リ
ー
ナ
…
全
面
５
、
７
０
０
円
、
半
面
１
、

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の

「
ほ
っ
と
広
場
」

■日
４
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
お
花
見
、

茶
話
会　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

■日
５
月
12
日
○日
午
前
９
時　

■場
Ｊ
Ｔ
の
森

鶴
岡
（
旧
い
こ
い
の
村
庄
内
周
辺
）　

■費
１
、

５
０
０
円　

■申
４
月
20
日
○土
ま
で

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室　

■日
夜
コ
ー
ス
（
全
４
回
）
…
５
月
13
日
か
ら

の
月
曜
日
午
後
7
時
15
分　

昼
コ
ー
ス
（
全

４
回
）
…
５
月
16
日
か
ら
の
木
曜
日
午
前
10

時　

■申
４
月
22
日
○月
か
ら　

■問
場
所
等
詳
細

は
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

夜
コ
ー
ス（
全
８
回
）

■日
５
月
30
日
○木
、
６
月
６
日
○木
・
18
日
○火
〜

21
日
○金
（
19
日
○水
を
除
く
）
の
い
ず
れ
か
１

日
・
27
日
○木
、
７
月
11
日
○木
・
25
日
○木
、
８

月
８
日
○木
・
22
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
昭
和
25

年
４
月
２
日
〜
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
50
人　

①
肥

満
解
消
の
た
め
に
減
量
し
た
い
方　

②
Ｂ
Ｍ

Ｉ
（
体
格
指
数
）
が
24
〜
30
の
方
ま
た
は
腹

４
月
20
日
○土
午
後
５
時
30
分（
桜
ハ
ウ
ス
あ

か
が
わ
集
合
。送
迎
バ
ス
は
５
時
15
分
に
小

真
木
原
公
園
発
）　

■場
桜
ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ

↓
赤
川
左
岸
土
手（
お
花
見
散
策
）↓
羽
黒

橋
↓
右
岸
土
手
↓
三
川
橋
↓
起
点
（
５
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
懐
中
電
灯　

■申
４
月

８
日
○月
〜
15
日
○月

▼
西
目
大
佛　

荒
倉
を
訪
ね
て　

■日
４
月
29

日
○月
午
前
９
時
（
金
山
公
民
館
集
合
。
送
迎

バ
ス
は
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場

東
源
寺
↓
荒
倉
山
↓
荒
倉
神
社
↓
同
館
（
７

㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
コ
ッ
プ
、
お

わ
ん
、
箸　

■申
４
月
15
日
○月
〜
22
日
○月

▼
ふ
じ
の
花
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク　

■日
５
月
11

日
○土
午
前
10
時
（
藤
島
庁
舎
集
合
。
送
迎
バ

ス
は
９
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
藤

島
庁
舎
↓
藤
島
体
育
館
↓
藤
島
駅
↓
藤
島
倉

庫
↓
六
所
神
社
↓
藤
島
城
址し

↓
東
田
川
文
化

記
念
館
↓
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

（
７
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
軽
食
、
コ

ッ
プ　

■申
４
月
22
日
○月
〜
５
月
７
日
○火　

■他

ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
振
る
舞
い
あ
り

▼
新
緑
の
八
森
山
を
訪
ね
て　

■日
５
月
19
日

○日
午
前
９
時
（
豊
浦
小
集
合
。
送
迎
バ
ス
は

午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
豊

浦
小
↓
気
比
神
社
↓
笠
取
峠
↓
八
森
山
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
（
７
㎞
）　

■費
大
人
…

１
、
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

（
三
瀬
八
森
山
孟
宗
ま
つ
り
参
加
料
等
）　

■持

コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸　

■申
５
月
７
日
○火
〜

13
日
○月

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同

伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

▼
ナ
イ
タ
ー　

■日
４
月
10
日
〜
10
月
30
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■定
先
着
35
人　

■費
１
万
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■申

受
講
料
を
添
え
て
練
習
日
に
会
場
へ　

■問
グ

ッ
ド
フ
ァ
ー
マ
ー
技
研
（
大
川
）
☎
29
‐
２

３
１
１ほ

っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
４
月
11
日
○木
、
５
月
９
日
○木
午
前
10
時

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
や
相
談
、
認
知

症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
介
護
者
交
流　

■費

１
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

仲
間
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

オ
ス
ト
メ
イ
ト
か
ふ
ぇ

■日
４
月
14
日
○日
午
後
1
時
30
分　

■場
日
本
海

総
合
病
院
（
酒
田
市
）　

■内
オ
ス
ト
メ
イ
ト

と
そ
の
家
族
の
情
報
交
換　

■問
庄
内
オ
ス
ト

メ
イ
ト
家
族
会
事
務
局

　

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
４
月
19
日
○金
、
５
月
８
日
○水
・
17
日
○金
午

後
７
時　

■対
高
校
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
赤
川
土
手
お
花
見
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク　

■日

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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年
生
以
上

▼
共
通　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登

録
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）　

■申
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
各
コ
ー
ス
無

料
体
験
１
回

■
短
期
教
室

▼
春
の
養
生
ヨ
ガ
（
全
６
回
）　

■日
４
月
12

日
か
ら
の
金
曜
日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原

総
合
体
育
館　

■定
先
着
15
人　

■費
６
、
０
０

０
円　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等　

■申
同
ク
ラ
ブ
事

務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

会
員
募
集

■内
教
室
（
５
歳
若
返
り
体
〈
筋
ト
レ
〉、
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、

ピ
ン
ポ
ン
等
）　

■費
年
会
費
１
、
０
０
０
円

（
別
途
参
加
料
）　

■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２　

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
平
成
31
年
度
会
員　

■内
通
年
定
期
教
室

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ン
ポ
ン
、
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
、
健
康
教
室
等
）、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■他
開
催
日
等
は
要
問
合
せ

▼
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
in
鶴
岡
参
加

事
業　

く
し
ス
ポ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交

流
大
会　

■日
５
月
29
日
○水
午
前
９
時　

■場
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場　

■定
先
着
50
人　

■費

３
０
０
円　

■申
５
月
17
日
○金
ま
で

▼
ロ
コ
ト
レ
・
ポ
イ
ン
ト
獲
得
運
動
（
３
か

月
間
の
運
動
の
継
続
）　

■内
開
眼
片
脚
立
ち

や
か
か
と
上
げ
な
ど
毎
日
の
積
み
重
ね
の
運

動
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
一
定
以
上
の
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
し
た
会
員
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト▼
共
通　

■申
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同

ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

力
や
体
力
に
関
係
な
く
誰
で
も
で
き
る
武
道
で
す

鶴
岡
市
少
林
寺
拳
法
協
会 

会
員
募
集

　
■他
練
習
日
時
・
会
場
等
は
要
問
合
せ

子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
ミ
ル
ク
相
談

■日
４
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、
５
月
８
日
・

15
日
・
22
日
・
29
日
の
水
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
先
着
２
人　

■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健

康
手
帳
、
タ
オ
ル
２
枚
、
お
く
る
み
（
バ
ス

タ
オ
ル
可
）
等　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
４

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
４
月
11
日

○木　

②
５
月
21
日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
園
児（
①
平
成
30
年
10
月
〜

12
月
生
ま
れ　

②
30
年
11
月
〜
31
年
１
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎

え
る
妊
婦　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
上

野
和
佳
氏
）　

②
触
れ
合
い
遊
び　

①
②
テ

１
、
４
５
０
円
）　　

　

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団 

団
員
募
集

■日
毎
週
土
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
野

球
場　

■対
小
学
生
以
上　

　
　

庄
内
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

教
室 

会
員
募
集

■日
毎
週
日
曜
日
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

午
前
9
時　

■場
同
教
室
練
習
場
（
三
川
町
）　

■対
５
歳
児
〜
高
校
生　

■費
月
額
１
、
０
０
０

円　
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

■
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス　

▼
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ
器
械
体
操　

■日
水
曜
日　

■時
・

■内
午
後
５
時
30
分
…
初
級
（
年
中
児
〜
小
学

２
年
生
）　

６
時
15
分
…
普
及
（
小
学
２
年

〜
６
年
生
）　

■場
朝
暘
武
道
館

▼
き
っ
ず
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド　

■日

木
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館　

■対
小
学
生
以
上

▼
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス　

■日
金
曜

日
午
後
６
時
45
分　

■場
ｅ
ス
タ
ジ
オ　

■対
年

長
以
上

▼
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
硬
式
）　

■日
土
曜
日

午
後
３
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等　

■対
小
学
２
年
生
以
上

▼
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上　

■日
日
曜
日
午
前
９
時
30

分　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場　

■対
小
学
３

８
９
０
円　

卓
球
場
…
９
４
０
円　

■申
鶴
岡

工
業
高
校
☎
22
‐
５
５
０
５　

▼
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド　

■日
５
月
〜
11
月
の
月

曜
〜
金
曜
日
午
後
３
時
ま
で
（
要
相
談
）

■場
新
形
町
・
錦
町
地
内　

■費
１
、
８
９
０
円　

■申
鶴
岡
北
高
校
☎
25
‐
４
７
５
２　

▼
共
通　

■対
通
年
利
用
す
る
10
人
以
上
の
団

体　

■
使
用
可
能
な
種
目　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
等　

■申
４
月

10
日
○水
ま
で

小
真
木
原
総
合
体
育
館　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
無
料
開
放

　

各
種
大
会
等
開
催
時
及
び
年
末
年
始
（
12

月
29
日
〜
1
月
3
日
）
を
除
き
年
間
を
通
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

■時
午
前
10
時
〜
午
後
９
時　

■問
鶴
岡
市
体
育

協
会
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
清
掃
で
利
用
で

き
な
い
時
間
あ
り

青
少
年
の
心
身
の
修
練
と
基
礎
運
動
能
力
の
向
上
等
に

「
躰
道
教
室
」体
験
入
門（
１
か
月
間
無
料
）

■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
午
後
７
時

■場
鶴
岡
五
中
、
朝
暘
武
道
館　

■対
幼
児
〜
青

少
年　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ　

　

鶴
岡
持
久
走
ク
ラ
ブ 

会
員
募
集

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
、
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場

■対
小
学
２
年
生
〜
中
学
生
（
中
学
生
は
要
問

合
せ
）　

■費
月
額
７
０
０
円
（
別
途
保
険
料

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

’
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ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
４
月

８
日
○月
ま
で　

②
４
月
12
日
○金
〜
５
月
16
日

○木▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
４
月
16
日
○火

②
５
月
14
日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
園
児
（
①
平
成
30
年
４
月
〜
９
月
生

ま
れ　

②
30
年
５
月
〜
10
月
生
ま
れ
）
と
そ

の
保
護
者　

■内
①
歌
と
体
操　

②
３
Ｂ
体
操

（
五
十
嵐
き
み
子
氏
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申

①
４
月
11
日
○木
ま
で　

②
４
月
17
日
○水
〜
５

月
９
日
○木

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊

び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日

４
月
21
日
○日
、
５
月
11
日
○土
午
前
９
時
〜
正

午　

■場
に
こ
♥

ふ
る

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

４
月
23
日
○火
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い
る

転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組　

■申
４
月
18
日

○木
ま
で　

■他
託
児
あ
り

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
春
〞（
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
共
催
事
業
）　

■日
５
月
９
日
○木

午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、
お
も

ち
ゃ
作
り
、
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
等

▼
共
通　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
乳
幼
児
行
事「
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
」

■日
４
月
19
日
○金
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
お
花
見
ご
っ
こ

■申
４
月
５
日
○金
か
ら

▼
小
学
生
集
ま
れ
!
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
!!

■日
４
月
20
日
○土
午
後
１
時
50
分　

■場
同
館

■対
小
学
生
先
着
30
人　

■内
お
も
ち
ゃ
作
り

■申
4
月
１
日
○月
か
ら

▼
自
然
体
験
活
動
〜
春
〜
「
ス
プ
リ
ン
グ
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
㏌
小
国
城
!!
」    

■日
５
月
11

日
○土
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
4
時　

■場
小
国

城
跡
地　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
小
国
城

跡
地
の
探
検
、
自
然
散
策
等　

■師
齋
藤
安
和

氏
（
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　

■申
４
月
15
日

○月
か
ら

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
４
月
の
講
座

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

■日
４
月
19
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
上
野
和

佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル

天
使
の
輪
「
は
れ
ぐ
み
」）　

■場
・
■問
同
ル
ー

ム
☎
24
‐
５
６
３
５

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ 

公
開
工
作
教
室

簡
単
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
ゴ
ム
動
力
カ
ー
を
作
ろ
う
!!

■日
４
月
20
日
○土
午
前
９
時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先

着
15
組　

■申
４
月
１
日
○月
〜
12
日
○金
に
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５
へ

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す

プ
レ
マ
マ
教
室

▼
Ａ
コ
ー
ス　

■日
４
月
20
日
○土　

■内
助
産
師

・
保
健
師
の
講
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活

体
験
、
父
親
妊
婦
体
験　

▼
Ｂ
コ
ー
ス　

■日
５
月
18
日
○土　

■内
助
産
師

・
保
健
師
の
講
話
、
も
く
浴
の
見
学
、
赤
ち

ゃ
ん
の
人
形
で
お
世
話
の
体
験

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
市
内
在
住
の
妊
娠
８
か
月
ま
で
の
妊

婦
と
そ
の
家
族
各
日
先
着
10
人　

■持
母
子
健

康
手
帳
、
同
別
冊　

■申
各
日
３
日
前
ま
で
健

康
課
☎
内
線
３
７
４
へ

大
山
児
童
館
「
和
菓
子
で
味
わ
う
春
の

味
〜
練
り
菓
子
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
」

■日
４
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■対
小
学
生
先
着

15
人
（
保
護
者
の
参
加
可
）　

■師
福
田
博
臣

氏　

■場
・
■申
４
月
13
日
○土
ま
で
同
館
☎
38
‐

０
２
６
０
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
竹
を
使
っ

て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に
挑
戦
☆
」　

■日

４
月
21
日
○日
午
後
１
時　

■対
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
32
人　

■費
１
人
１
０
０
円　

■申

４
月
４
日
○木
か
ら

▼
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
よ
う

■日
５
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分　

■対
小
・
中
学
生
先
着
16
人　

■内
専
用

ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登
り
（
１
グ
ル
ー
プ
約

1
時
間
15
分
）　

■費
３
０
０
円　

■申
４
月
１

日
○月
〜
27
日
○土　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

〝
作
っ
て
遊
ぼ
う 

こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
〞

■日
５
月
３
日
○金
・
４
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■対
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保

護
者　

■内
こ
い
の
ぼ
り
バ
ッ
グ
作
り
等
こ
ど

も
の
日
に
ち
な
ん
だ
作
品
制
作　

■場
・
■問
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

春
の
た
ね
ま
き
お
は
な
し
会

▼
同
お
は
な
し
会　

■日
５
月
12
日
○日
午
前
10

時
、
10
時
30
分　

■対
幼
児
・
小
学
生　

■内
素

語
り
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
等

▼
同
お
は
な
し
会
０
、
１
歳
の
部　

■日
５
月

12
日
○日
午
前
10
時　

■対
０
歳
、
１
歳
児
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
わ
ら
べ
う
た
、
手

遊
び
等　

■申
４
月
23
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５

２
５離

乳
食
教
室

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
５
月
17
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平
成
30
年
６
月
〜
８

月
生
ま
れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、

栄
養
士
の
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円

■持
大
人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、

甘
く
な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
お
出
掛
け

に
必
要
な
物　

■申
５
月
10
日
○金
ま
で
健
康
課

☎
内
線
３
７
５
へ

稲
を
植
え
る
・
刈
り
取
る
・
食
べ
る
こ
と
の
体
験
学
習

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
５
月
〜
11
月
の
土
曜
日
午
前
（
月
１
回
）

■場
山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内

町
に
在
住
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
と
そ
の
保

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
美
術
と
工
芸
―
近
代

デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
者
―
」
藤
田
治
彦
氏
〈
大

阪
大
学
名
誉
教
授
〉）
あ
り

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
お
し
ゃ
れ
な
陶
板
づ

く
り
」（
全
3
回
）　

■日
５
月
１
日
○水
・
15
日

○水
・
22
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■対
高
校
生
以

上
先
着
16
人　

■内
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の

作
品
を
参
考
に
陶
板
を
制
作　

■師
江
川
満
氏

（
陶
芸
家
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■申
4
月
4

日
○木
〜
25
日
○木

▼
個
人
制
作
の
た
め
の
〝
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ

エ
〞　

■日
毎
月
第
２
・
第
４
（
12
月
は
第
２

の
み
）
日
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時　

■対
中
学

生
以
上　

■内
個
人
の
制
作
活
動
の
た
め
に
ア

ト
リ
エ
を
開
放　

■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

中
学
生
…
無
料

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

道
の
駅
「
月
山
」

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
庄
内
の
昆
虫
展　

■日
４
月
６
日
○土
〜
６
月

16
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■費
大
人
…

５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
５
０
円　

幼

児
…
１
０
０
円　

■他
ミ
ニ
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

も
同
時
開
催

▼
か
た
く
り
園
開
園　

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬

▼
共
通　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎

53
‐
３
４
１
１　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
４
月
４
日
・
18
日
・

25
日
、
５
月
９
日
・
23
日
・
30
日
の
木
曜
日
、

４
月
５
日
・
19
日
・
26
日
、
５
月
10
日
・
24
日
・

31
日
の
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
４
月
４
日
・
11
日
・

18
日
・
25
日
、
５
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
の
木
曜
日
午
前
10
時
、
４
月
10
日
・
17

日
・
24
日
、
５
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29

日
の
水
曜
日
午
前
９
時
10
分
・
10
時
40
分

▼
健
康
相
談　

■日
４
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分 

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
４
月
10
日
○水
午
前
９
時

30
分

▼
４
月
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
４
月
13
日

○土
午
前
９
時
30
分　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

致
道
博
物
館

▼
礒
貝
吉
紀
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

■日
４
月
12
日
○金
〜
６
月
10
日
○月　

■内
ド
ー
ル

ハ
ウ
ス
作
家
・
研
究
の
第
一
人
者
礒
貝
吉
紀

氏
の
代
表
作
展
示　

▼
世
界
のYO

SEG
I

ー
金
子
皓
彦　

寄
木

細
工
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー　

■日
４
月
20
日
○土
〜

６
月
16
日
○日　

■内
世
界
一
の
寄
木
細
工
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
作
品
を
紹
介　

■他
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
（
■日
４
月
20
日
○土
午
後
2
時　

■師
金

子
皓
彦
氏
〈
日
本
輸
出
工
芸
研
究
会
会
長
〉）

あ
り

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学
生
…
４
０
０
円

29
日
○月
・
30
日
○火
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分　

■費
１
枚
２
０
０
円　

▽
ほ
と
り
あ
ピ
ザ
づ
く
り　

■日
５
月
３
日
○金

午
前
10
時
・
11
時
、
午
後
１
時
・
２
時　

■定

各
回
先
着
８
人　

■費
１
枚
１
５
０
円　

■申
５

月
１
日
○水
ま
で　

▽
プ
ラ
バ
ン
で
い
き
も
の

の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
づ
く
り　

■日
５
月
４
日
○土
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30

分　

■費
１
個
２
０
０
円　

▽
都
沢
湿
地
の
ど

ろ
を
バ
ケ
ツ
で
育
て
よ
う　

■日
５
月
５
日
○日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時

30
分　

■持
バ
ケ
ツ

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

■他
４
月
30
日
○火
は
開
館
。
５
月
７
日
○火
は
休

館
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
第
１
期
常
設
展
示
「
植
物
を
愛
で
る
」

■日
４
月
４
日
○木
〜
６
月
30
日
○日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分　

■内
市
所
蔵
の
美
術
作
品
の

展
示

▼
特
別
展
覧
会
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

英
国
の
風
景
と
と
も
に
め
ぐ
る
デ
ザ
イ
ン
の

軌
跡
」　

■日
４
月
20
日
○土
〜
５
月
26
日
○日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
金
曜
・
土
曜
日
は
午

後
６
時
ま
で
）　

■内
19
世
紀
の
偉
大
な
芸
術

家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
そ
の
仲
間
た
ち

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
展
示　

■費
大
人
…
５

０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■他
担
当
学
芸
員
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■日
４
月
21
日
○日
、
５
月

19
日
○日
午
後
２
時　

■持
観
覧
券
）、
講
演
会

（
■日
４
月
27
日
○土
午
後
1
時
30
分　

■内「
ウ

護
者
30
組　

■費
７
０
０
円　

■申
４
月
19
日
○金

ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
９
へ　

■他
市

HP
親
子
で
す
ご
す　
　
　
　
　

〝
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ
〞

■日
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
12

月
は
休
み
）　

■対
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
の

子
供
と
そ
の
保
護
者　

■内
紙
や
画
材
、
は
さ

み
等
を
使
っ
た
自
由
な
創
作
活
動
体
験　

■場

・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２

６
０施

設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
展
示
「
春
を
告
げ
る
花
た
ち
」　

■日
４
月

１
日
○月
〜
５
月
６
日
○月　

▼
春
の
散
策
会　

■日
４
月
6
日
○土
・
７
日
○日

・
13
日
○土
・
14
日
○日
・
20
日
○土
・
27
日
○土
、

5
月
11
日
○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）　

■定

各
日
先
着
10
人　

■費
２
０
０
円　

■申
各
日
２

日
前
ま
で

▼
里
地
里
山
学
第
１
講
「
里
山
の
四
季
と
俳

句
入
門
」　

■日
４
月
14
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■定
30
人　

■師
あ
べ
小
萩
氏
（
月
の
匣
同
人
、

俳
人
協
会
会
員
）　

■申
４
月
12
日
○金
ま
で

▼
水
網
＆
バ
ケ
ツ
の
貸
し
出
し
事
業
「
水
辺

の
い
き
も
の
探
し
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
２
０
１

９
」　

■日
４
月
20
日
○土
か
ら

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

▽
い
き
も
の
消
し
ゴ

ム
ハ
ン
コ
で
て
ぬ
ぐ
い
を
作
ろ
う　

■日
４
月

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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０
２
３
４
‐
41
‐
１
１
１
５　

■他
４
月
13
日
、

５
月
11
日
は
単
独
受
講
可
能
（
１
回
３
、
０

０
０
円
）

危
険
物
取
扱
者
試
験　
　
　

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
５
月
14
日
○火　

乙
種
第
４
類
…
15

日
○水
・
16
日
○木
（
２
日
間
）　

■場
・
■申
４
月

15
日
○月
〜
５
月
13
日
○月
に
消
防
本
部
予
防
課

22
‐
８
３
３
２
へ　

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

短
期
講
座

▼
伝
え
て
い
き
た
い
感
謝
と
恵
の
行
事
食
や

郷
土
の
味　

第
１
弾
〜
羽
黒
地
域　

■日
５
月

15
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■師
鶴
岡
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
羽
黒
地
域　

■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務

の
方
先
着
20
人　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・

■申
４
月
９
日
○火
〜
26
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
２
３
４
０
へ

山
形
学「
地
域
連
携
講
座
」受
講
生
募
集

庄
内
の
く
ら
し
と
信
仰（
全
５
回
）

■日
・
■内
▽
５
月
18
日
○土
…
講
義
「
出
羽
三
山

が
な
ぜ
よ
み
が
え
り
の
山
な
の
か
Ⅰ
〜
仏
壇

と
神
だ
な
〜
」
春
山
進
氏
（
庄
内
民
俗
学
会

代
表
幹
事
）、
現
地
研
修
（
三
森
山
、
光
星

寺
）　

▽
６
月
８
日
○土
…
講
義
「
出
羽
三
山

が
な
ぜ
よ
み
が
え
り
の
山
な
の
か
Ⅱ
〜
縄
文

の
月
〜
」
春
山
進
氏
、
現
地
研
修
（
羽
黒
山
、

玉
川
寺
等
）　

▽
７
月
６
日
○土
…
「
出
羽
三

山
が
な
ぜ
よ
み
が
え
り
の
山
な
の
か
Ⅲ
〜
よ

ン
の
学
校
の
す
す
め
」
太
田
光
代
氏
（
㈱
タ

イ
タ
ン
代
表
取
締
役
）　

▽
６
月
４
日
○火
…

「
未
来
生
活
者
発
想
で
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
」
岩
嵜
博
論
氏
（
㈱
博
報
堂
ブ
ラ
ン

ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
局
部
長
）　

▽
27
日
○木
…
「
日
本
の
魅
力
〜
そ
の
活
か
し

方
と
伝
え
方
〜
」
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン

ソ
ン
氏
（
小
西
美
術
工
藝
社
代
表
取
締
役
社

長
）　

▽
７
月
２
日
○火
…
「
対
話
型
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
す
す
め
〜
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基

礎
教
育
へ
の
挑
戦
〜
」
田
村
次
朗
氏
（
慶
應

義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）　

■時
午
後
６
時
30

分　

■場
公
益
大
大
学
院　

■定
80
人　

■費
２
、

０
０
０
円
（
１
回
５
０
０
円
、
学
生
無
料
）　

■申
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
☎
29
‐
０
８
１
０
ま

た
は
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
へ

地
域
共
創
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

■日
共
創
の
技
法
…
４
月
13
日
、
５
月
11
日
、

６
月
８
日
、
７
月
20
日
、
８
月
３
日
の
土
曜

日
午
前
10
時
40
分
〜
午
後
４
時
10
分
（
７
月

20
日
の
み
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
10
分
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
力
３

級
検
定
講
座
…
８
月
21
日
○水
、
９
月
４
日
○水

午
後
７
時　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
力
３
級
検
定
直
前
研
修
及
び
試
験
…

９
月
14
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
６
時　

■場
鶴

岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

■定
20
人　

■内
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

力
を
身
に
付
け
た
地
域
共
創
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
養
成　

■費
大
人
…
３
万
６
、
０
０
０

円　

公
益
大
大
学
院
生
・
学
部
生
…
６
、
０

０
０
円　

■申
公
益
大
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
☎

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場
・
■問
致
道
博

物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
早
春
の
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
４

月
14
日
○日
・
17
日
○水
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時
（
由
良
海
岸
駐
車
場
集
合
）　

■場
油
戸

↓
由
良　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
１
、
２

０
０
円　

子
供
…
無
料　

■持
昼
食
、
携
帯
食

等　

■申
４
月
12
日
○金
ま
で

▼
春
を
感
じ
る
「
さ
え
ず
り
」
観
察　

■日
４

月
20
日
○土
午
前
８
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集

合
）　

■内
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
同
公
園

散
策　

■師
太
田
威
氏
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
メ
ラ

マ
ン
）　

■費
大
人
…
１
０
０
円　

子
供
…
無

料　

■持
携
帯
食
、
双
眼
鏡
（
貸
出
し
あ
り
）

等　

■申
４
月
18
日
○木
ま
で

▼
新
緑
の
庄
内
ア
ル
プ
ス
を
歩
こ
う　

■日
４

月
21
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
３
時
（
由
良
海

岸
駐
車
場
集
合
）　

■場
加
茂
↓
由
良　

■定
先

着
20
人　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０
円　

子
供

…
５
０
０
円　

■持
昼
食
、
携
帯
食
等　

■申
４

月
18
日
○木
ま
で

▼
て
く
て
く
観
察
会　

■日
４
月
30
日
○火
〜
５

月
４
日
○土
午
前
９
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■内
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
散
策
等

▼
ク
ラ
フ
ト
体
験
４
ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

■日
５
月
１

日
○水
〜
４
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■内
木
っ
端
ク
ラ
フ
ト
・
自

然
木
の
鉛
筆
作
り
（
１
０
０
円
）、桜
染
（
５

０
０
円
）
等

▼
よ
も
ぎ
餅
つ
き　

■日
５
月
１
日
○水
・
５
日

○日
午
前
11
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
１

０
０
人　

■持
器
、箸
（
貸
出
し
は
１
０
０
円
）

▼
新
緑
の
新
保
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
５
月

８
日
○水
・
11
日
○土
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５

時　

■場
新
潟
県　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費
大

人
…
２
、
５
０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０

円　

■持
昼
食
、
携
帯
食
等　

■申
５
月
５
日
○日

ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

伝
統
工
芸　
　
　
　
　
　
　

庄
内
あ
ね
さ
ま
人
形
教
室

■日
４
月
〜
11
月
（
８
月
除
く
）
の
第
１
・
第

３
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
（
初
回
は
４
月
10

日
○水
。
初
め
て
の
方
は
正
午
か
ら
）　

■場
致

道
博
物
館　

■定
20
人　

■師
太
田
正
子
氏
、
長

南
昭
子
氏　

■費
６
、
０
０
０
円
（
教
材
不
要

の
方
は
５
、
０
０
０
円
）　

■申
４
月
８
日
○月

ま
で
庄
内
姉
様
人
形
保
存
会
☎
22
‐
７
３
０

９
へ市

民
の
た
め
の
夕
学
講
座           　

夕
学
サ
テ
ラ
イ
ト
編（
全
７
回
）

■日
・
■内
▽
４
月
12
日
○金
…
「
日
本
経
済
の
機

会
と
リ
ス
ク
」
竹
中
平
蔵
氏
（
慶
應
義
塾
大

学
名
誉
教
授
）　

▽
25
日
○木
…
「
大
企
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
起
こ
し
方
」馬
場
渉
氏（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

本
部
本
部
長
）　

▽
５
月
15
日
○水
…
「
Ｃ
２

Ｃ
×
デ
ジ
タ
ル
が
生
み
出
す
新
し
い
経
済

圏
」
小
泉
文
明
氏
（
㈱
メ
ル
カ
リ
取
締
役

社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）　

▽
24
日
○金
…
「
タ
イ
タ

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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募
集

地
球
環
境
に
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
の
種
と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
無
料
配
布

■日
４
月
17
日
○水
午
前
9
時
〜
10
時
30
分
（
な

く
な
り
次
第
終
了
。
予
約
不
可
）　

■場
市
役

所
本
所
１
階　

■対
市
民
、
市
内
事
業
所　

■内

種
約
20
粒
（
ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
計
２
０
０
袋
）

と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
（
約
3
ｍ
四
方
の
廃
ネ
ッ

ト〈
約
１
０
０
枚
〉）　

■問
本
所
環
境
課
内「
環

境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線

７
０
８　

■他
配
布
数
量
に
達
し
な
い
場
合
は

同
課
で
配
布
。
栽
培
用
ネ
ッ
ト
を
希
望
す
る

方
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

天
神
祭                            

化
け
も
の
・
道
真
公 

募
集

▼
菅
原
道
真
公　

■日
５
月
25
日
○土　

■対
昭
和

38
年
生
ま
れ（
数
え
年
57
歳〈
道
真
公
が
大
宰

府
に
配
流
さ
れ
た
と
き
の
年
齢
〉）の
男
性
1

人　

■内
天
神
は
ん
く
ね
り
の
中
で
時
代
衣
装

を
着
て
練
り
歩
く　

■申
４
月
18
日
○木
ま
で
本

所
観
光
物
産
課
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事

務
局
☎
内
線
５
６
９
へ

▼
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！　

■日
５
月
25
日
○土

（
鶴
岡
天
満
宮
集
合
）　

■内
化
け
も
の
衣
装
を

着
て
お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
道
行
く
人
に
お
酌

す
る　

■
衣
装
貸
出
し　

５
月
9
日
○木
か
ら

市
役
所
本
所
４
０
１
会
議
室
で
貸
出
し　

■申

４
月
18
日
○木
か
ら
同
事
務
局
へ

▼
親
子
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！　

■日
５
月
25

日
○土　

■対
年
長
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
60
組

木
医
）　

■費
４
、
０
０
０
円　

■申
４
月
４
日

○木
〜
５
月
９
日
○木
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

へ
消
防
設
備
士
試
験

■日
５
月
25
日
○土
午
前　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ

ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
甲
種
、
乙
種
（
と
も

に
全
類
）　

■申
電
子
…
４
月
５
日
○金
〜
15
日

○月　

書
面
…
８
日
○月
〜
18
日
○木　

■問
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐

６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
等
は
消

防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

せ
か
い
の
台
所　
ネ
パ
ー
ル
料
理　

〜
ア
ン
デ
ィ
さ
ん
の
台
所
〜

■日
５
月
26
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ア
デ
ィ
カ
リ
・
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
氏

（
ネ
パ
ー
ル
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場

・
■申
５
月
８
日
○水
か
ら
出
羽
庄
内
国
際
村
☎

25
‐
３
６
０
０
へ

日
本
赤
十
字
社　
　
　
　
　

救
急
法
等
講
習
会

■対
町
内
会
や
事
業
所
、
学
校
等
の
団
体　

■内

救
急
法
（
急
病
人
の
救
命
手
当
て
、
け
が
人

の
応
急
手
当
て
）、
水
上
安
全
法
（
水
の
事

故
時
の
救
助
・
手
当
て
）、
雪
上
安
全
法
（
ス

キ
ー
場
で
の
け
が
人
の
手
当
て
）、
健
康
生

活
支
援
講
習
（
健
や
か
な
高
齢
期
の
た
め
の

知
識
・
技
術
）、
幼
児
安
全
法
（
乳
幼
児
の

急
病
・
け
が
の
手
当
て
）
に
関
す
る
講
演
会

に
講
師
を
派
遣　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
５
月
19
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■内
・
■定
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
…

50
人　

小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

法
…
30
人　

■申
４
月
20
日
○土
〜
５
月
12
日
○日

に
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は

消
防
各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る

方
は
２
０
０
円

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
美
術
講
座　

雑
木
の
寄
せ
植
え
盆
栽
と
座
学
講
座（
全
４
回
）

■日
５
月
19
日
、
７
月
７
日
、
11
月
10
日
、
来

年
2
月
23
日
の
日
曜
日
午
前
10
時　

■対
高
校

生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■師
林
民
男
氏
（
樹

み
が
え
り
の
装
置
〜
」
春
山
進
氏
、
現
地
研

修
（
湯
殿
山
奥
の
院
等
）　

▽
９
月
28
日
○土

…
講
義
「
城
下
町
鶴
岡
の
人
々
の
生
活
を
支

え
た
八
尺
木
と
は
何
か
」佐
々
木
勝
夫
氏（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
庄
内
教
室
ロ
マ
ン
講
座
講
師
）、
現
地

研
修
（
田
麦
俣
・
上
田
沢
地
区
等
）　

▽
10

月
19
日
○土
…
講
義
「
庄
内
の
大
地
主
〜
土
地

集
積
の
あ
り
さ
ま
〜
」
杉
原
丈
夫
氏
（
庄
内

酒
田
古
文
書
館
館
長
）、
現
地
研
修
（
旧
本

間
家
所
有
地
等
巡
り
）　

■時
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
30
分　

■定
60
人　

■費
大
人
…
３
、５

０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
、５
０
０

円
（
別
途
昼
食
代
）　

■場
・
■申
４
月
５
日
○金

か
ら
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐
２
５
３
７

へ　

■他
６
月
８
日
○土
は
公
開
講
座
（
受
講
生

以
外
は
５
０
０
円
）

路線バスをもっと身近に
「バスの乗り方教室」「お試し体験バス」のご案内
　身近な公共交通である路線バスを安全・安心に利用し
ていただくため、庄内交通㈱が皆さんのもとに出張し、
実際に運行しているバスを使った「バスの乗り方教室」
と「お試し体験バス」を無料で実施しています。

■バスの乗り方教室
　●対象　幼稚園・保育園児、小・中学生、高校生等
　●内容　バスの特徴と種類、乗り方や車内でのマナー、
　　　　　料金表の見方、安全対策・環境対策等の説明。　　
　　　　　内輪差や死角などの体験
■お試し体験バス
　●対象　コミュニティセンターや自治会、女性団体、
　　　　　老人クラブ等の各種団体
　●内容　実際のバス路線での乗車体験。バスの特徴と
　　　　　種類、乗り方や車内でのマナー、料金表の見方、
　　　　　安全対策・環境対策等の説明。内輪差や死角
　　　　　などの体験
■共通
　●実施方法
　　事前に実施日時及び内容を調整し、実施会場にバス
　　とスタッフが伺います（冬期間やバスの運行状況に
　　より実施できない時期もあり）
　●対象人数　
　　１回当たり20人～50人程度
　●申込み　庄内交通㈱☎22‐2600　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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５
１
０

ス
ピ
ー
ド
解
決
に
向
け
住
宅
建
築
の
専
門
家
が
対
応

住
宅
相
談
会

■日
４
月
24
日
○水
、
５
月
22
日
○水
午
前
10
時
〜

11
時　

■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー　

■内
新

築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■問
本
所

建
築
課
☎
内
線
４
８
４　

■他
予
約
可

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房
手
術

後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会

■日
４
月
25
日
○木
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
日
本

海
総
合
病
院　

■対
病
気
治
療
中
で
脱
毛
が
心

配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方　

■内
メ
ー
カ
ー

５
社
の
相
談　

■問
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
２
８
２

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
４
月
25
日
○木
午
後
２
時
〜
４
時　

■場
市
役

所
本
所　

■内
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
建

設
業
等
各
種
許
可
申
請　

■問
同
会
鶴
岡
支
部

（
石
川
）
☎
23
‐
４
９
１
７

い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る　
　

相
談
窓
口

　

い
じ
め
や
学
校
生
活
で
の
悩
み
、
相
談
ご

と
が
あ
っ
た
ら
１
人
で
悩
ん
だ
り
我
慢
し
た

り
し
な
い
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
文
部
科
学
省
「
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ

ヤ
ル
」
☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
１
０

（
24
時
間
受
付
）　

▽
山
形
県
教
育
委
員
会
教

育
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
８

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
（
白
布
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
代
は
実
費
。
作
品
の
販
売
は
禁
止
）。　

■
展
示
期
間　

７
日
以
内

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
団
体　

■対
10
人
以

上
の
団
体
（
■定
78
人
）　

■費
３
歳
以
上
…
60

円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円

▼
共
通　

■申
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

朗
読
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か　
　
　
　
　
　

朗
読
集
団 

長
月
の
会

■日
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
午
後
1
時
30
分

■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■師

松
島
邦
子
氏
（
日
本
朗
読
文
化
協
会
）　

■費

1
回
３
０
０
円　

相
談
・
そ
の
他

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・
若
者

引
き
こ
も
り
相
談

■日
４
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
５
月

10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
の
金
曜
日
午
後

１
時
15
分
・
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■定
各
相
談
各
日
先
着
２
人　

■内
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈

ん
で
元
気
が
出
な
い
等　

若
者
ひ
き
こ
も
り

相
談
…
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な

い
等　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
４

土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

特
設
登
記
相
談
会

■日
４
月
18
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■場

市
役
所
本
所　

■内
登
記
一
般
、
境
界
問
題
等　

■問
土
地
家
屋
調
査
士
会
（
山
本
）
☎
25
‐
１

用　

■日
７
月
１
日
○月
か
ら

▼
11
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
５
月
大

ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利
用
調

整
会
議
）…
４
月
15
日
○月　

通
常
受
付
…
５

月
１
日
○水
か
ら　

▼
12
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
６
月
大

ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利
用
調

整
会
議
）…
５
月
15
日
○水　

通
常
受
付
…
６

月
１
日
○土
か
ら

▼
来
年
１
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
７

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利

用
調
整
会
議
）…
６
月
15
日
○土　

通
常
受
付

…
７
月
１
日
○月
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が
行

う
芸
術
文
化
事
業
等　

■問
同
館
☎
24
‐
５
１

８
８　

■他
先
行
受
付
は
利
用
調
整
会
議
（
■時

午
後
６
時
30
分　

■場
同
館
）
の
出
席
が
必
要
。

通
常
受
付
は
先
着
順
。
空
き
状
況
は
市
HP

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■日
６
月
５
日
○水
〜
16
日
○日
（
11
泊
12
日
）

■対
部
屋
・
食
事
（
１
日
２
食
）
の
提
供
、
出

羽
庄
内
国
際
村
等
へ
の
朝
夕
の
送
迎
が
可
能

な
家
庭　

■内
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
か
ら

の
訪
問
団
（
青
少
年
16
人
、
引
率
者
１
人
）

の
受
入
れ　

■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他

食
事
代
支
給
。
受
入
れ
期
間
や
送
迎
時
間
等

は
相
談
可

中
央
公
民
館
の
募
集

▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
参
加
団
体
・
個
人　

　

同
館
談
話
室
を
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、

（
２
人
１
組
）　

■申
鶴
岡
地
域
の
各
幼
稚
園
・

保
育
園　

■他
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

ほ
と
り
あ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
の
募
集

　

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ
で
は
、
５
月

〜
来
年
３
月
の
期
間
に
都
沢
湿
地
な
ど
の
周

辺
自
然
環
境
を
活
用
し
て
市
民
に
自
然
学
習

や
自
然
と
触
れ
合
う
事
業
を
一
緒
に
企
画
・

実
施
す
る
団
体
、
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
条
件　

自
然
素
材
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
自
然
体
験
学
習
を
実
践
し
て
い
る

団
体
、
個
人　

■
募
集
数　

若
干
名　

■申
４

月
19
日
○金
ま
で
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３
へ

県
営
住
宅
４
月
募
集

■
入
居
時
期　

６
月
上
旬　

■
募
集
住
宅

美
原
２
号
（
Ｂ
）、
東
部
１
号
・
２
号
・
３
号
、

茅
原
２
号
（
Ｂ
）・（
Ｄ
）、
茅
原
３
号
（
Ｂ
）、

城
南
１
号
（
Ａ
）・（
Ｂ
）、
末
広
３
号
（
Ｃ
）

…
各
１
戸　

美
原
１
号
、
城
南
２
号
（
Ｂ
）、

末
広
３
号
（
Ａ
）
…
各
２
戸　

■申
４
月
２
日

○火
〜
８
日
○月
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王

不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会

は
４
月
15
日
○月

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　
　
　
　

貸
館
の
受
付

▼
８
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用　

■日
５
月
１
日
○水
か
ら　

▼
９
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用　

■日
６
月
１
日
○土
か
ら

▼
10
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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7
時
30
分　

■対
１
人
で
夕
食
を
食
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
地
域
と
の
交
流
が
欲
し
い
、

内
容
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど　

■費
大
人
…
５

０
０
円　

小
学
生
以
下
…
１
５
０
円　

■場
・

■問
の
野
☎
25
‐
７
１
３
１

冬
期
間
休
館
し
て
い
た
水
道

資
料
館
が
開
館
し
ま
す

■日
４
月
１
日
○月
〜
11
月
30
日
○土
午
前
10
時
〜

午
後
４
時　

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐

７
７
３
１

「
大
宝
館
」整
備
工
事
完
了
と

開
館
の
お
知
ら
せ

　

大
宝
館
の
整
備
工
事
が
完
了
し
、
４
月
６

日
○土
か
ら
開
館
し
ま
す
。

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
８藤

沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
開
館
の
お
知
ら
せ

　

４
月
27
日
○土
〜
５
月
６
日
○月
は
休
ま
ず
開

館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課
☎

57
‐
４
８
６
８

保
険
料
率
は
10
・
０
４
％
）

▼
介
護
保
険
料
率　

１
・
７
３
％
（
従
前
の

保
険
料
率
は
１
・
５
７
％
）

■問
全
国
健
康
保
険
協
会
山
形
支
部
☎
０
２
３

‐
６
２
９
‐
７
２
２
６

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

同
免
状
は
10
年
に
１
回
、
写
真
の
書
換
え

が
必
要
で
す
。
お
持
ち
の
免
状
を
ご
確
認
の

う
え
、
写
真
の
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、

書
換
え
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

会
話
を
し
な
が
ら
夕
食
を
食
べ
ま
せ
ん
か

こ
ど
も
食
堂「
の
野
」オ
ー
プ
ン

■日
４
月
22
日
○月
・
23
日
○火
午
後
5
時
30
分
〜

れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
森
林
管
理
局
朝
日
庄
内
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
☎
58
‐
１
７
３
０

消
費
税
改
正
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

■日
４
月
24
日
○水
、
５
月
21
日
○火
…
午
後
２
時

５
月
９
日
○木
、
６
月
７
日
○金
…
午
前
10
時

■場
勤
労
者
会
館　

■対
法
人
・
個
人
の
全
事
業

者　

■内
軽
減
税
率
制
度
、
レ
ジ
等
変
更
の
補

助
金
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等　

■問
鶴
岡
税
務

署
☎
22
‐
１
４
０
１

協
会
け
ん
ぽ
山
形
支
部　
　
　
　
　

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
31
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

の
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
健
康
保
険
料
率　

10
・
０
３
％
（
従
前
の

１
８
１
（
月
曜
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時
30
分　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）　

▽

山
形
県
教
育
委
員
会
「
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
８
３
８

３
（
24
時
間
受
付
）　

▽
本
市
の
相
談
窓
口

は
本
号
29
ペ
ー
ジ
参
照
。
市
HP

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
り
入

れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

朝
日
連
峰
周
辺
地
域
は
、
朝
日
山
地
森
林

生
態
系
保
護
地
域
と
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
、
貴
重
な
動
植
物
の
生
態
系
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
走
行

は
、
エ
ン
ジ
ン
の
騒
音
や
ト
ラ
ッ
ク
ベ
ル
ト

に
よ
る
樹
木
の
損
傷
等
の
原
因
と
な
り
、
生

態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
へ
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
り
入

【
訂
正
】
３
月
号
の
「
つ
る
お
か
情
報
掲

示
板
」、「
山
形
交
響
楽
団
庄
内
定
期
演
奏

会
鶴
岡
公
演
（
17
ペ
ー
ジ
）」
の
出
演
者

の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
尾
形

詩
織
」
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
正
し

く
は
「
尾
形
志
織
」
さ
ん
で
す
。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

写真家22（にゃんにゃん）周年記念　　
ねこ写真家関由香写真展～ねこうらら～

■日４月14日○日までの午前９時～午後４時30分　■費
大人…900円　高校生・大学生…450円　中学生
以下…無料 ■場・■問酒田市美術館☎0234‐31‐
0095

お花見に出かけよう 桜まつり

酒田日和山桜まつり ■日４月12日○金～21日○日    ■問
酒田市交流観光課☎0234‐26‐5759
舞鶴公園桜まつり ■日４月12日○金～５月６日○月（桜
が散り次第終了） ■問酒田市八幡総合支所建設産業
課☎0234‐64‐3115
　共通 ■内開花した桜のライトアップ、ぼんぼり
点灯（■時午後６時30分～９時30分）等

楯山公園桜まつり

■日４月20日○土・21日○日午前11時～午後４時　■内に
しん・豚のあぶり焼き販売、売店、桜灯籠、スタン
プラリー等 ■費前売り券1,000円（にしんまたは
豚のあぶり焼き・抽選券・買い物券等）　■前売り
券取扱い　クラッセ、コアアルザ、庄内町商工会立
川支所 ■問庄内町観光協会☎0234‐42‐2922　　

菜の花まつり

■日５月４日○土・５日○日午前10時～午後３時　■場いろ
り火の里周辺　■内菜の花むすめ撮影会（５日）、犬猫
里親探し会（５日）、働く車コーナー、クラフトフェア、
フードコーナー等 ■問三川町観光協会☎66‐4656

『鳥海山おもしろ自然塾』　　　　　　
春の山野草ハイキングとそば打ち体験

■日５月18日○土 午前９時～午後２時　■場しらい自
然館　■定先着20人（小学生以下保護者同伴）　■費
2,000円　■持エプロン、タオル、長靴等　■申 5月13
日○月まで同塾推進協議会☎0234‐72‐2069へ

●庄内町

●酒田市

●遊佐町

●酒田市

●三川町

▼
▼

▼

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

　

今
回
は
市
が
行
っ
て
い
る
広
聴
事
業

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
へ
の
ご
意
見
や
ご
質
問
な
ど

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に

「
提
言
は
が
き
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意
見
・

ご
提
言
」投
稿
フ
ォ
ー
ム
や
、電
子
メ
ー

ル
で
も
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
質
問

等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
言
は
が
き

　

提
言
は
が
き
は
、

市
内
の
公
共
施
設

（
市
役
所
本
所
・
各

地
域
庁
舎
、
中
央

公
民
館
、
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
な
ど
）
等
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

市
へ
の
ご
意
見
等
が
あ
る
場
合
、
こ

の
は
が
き
に
記
入
し
、
郵
便
ポ
ス
ト
に

131

大丈夫、働けます。

NPO法人Future Dream Achievement（以下FDA）理事長。
視覚を徐々に失う網膜色素変性症により20代前半で視力を
ほぼ失い、現在は光を感じる程度。「世界一明るい視覚障が
い者」というキャッチコピーのもと、FDAで就労支援を行う。
みんなでつくるインクルーシブ・鶴岡主催「成澤俊輔氏講演
会 『大丈夫、働けます。』」の講師として来鶴。佐賀県出身。

成
な り さ わ

澤 俊
しゅんすけ

輔 さん

講演会の様子（２月10日／総合保健福祉センター〈にこ♥ふる〉）

　うつや引きこもり、障害のある人や早期退職者。
FDAには様々な立場や年齢の人が通っています。
同じような境遇の人の集まりの方が支援はしやすい
のですが、その分、自分と周りを比べてしまいやす
い。何ができないかではなく、できることをいかに
強みに変えていくかを大事にしています。
　FDAにはほかの福祉事業所などに断られてしま
った人も多くやってきます。私は絶対「できない」
とは言いません。私が諦めてしまったら、相談に来
てくれた人は働くことを一生諦めてしまうかもしれ
ませんから。毎日のように本人や親御さんからの連
絡を受けますが、私に会いたいと言ってくださった
方には必ず会うようにしています。「急に成澤さん
本人から連絡がきてびっくりしました」なんて驚か

れることも多いんですよ。
　私がよく使う「大丈夫」という言
葉は自分自身が一番言ってほしかっ

た言葉でもあります。いい薬があるとか、いい先生
に出会えるとかよりも、「大丈夫、社会でやってい
けます。働けますよ」と背中を押してほしかった。
私にとっては働くということが、自分で自分を認め
たり、褒めたりできることなんです。だから、この
言葉を言ってあげられる人になりたかった。私は経
営者で、雇用を作る立場ですから、より説得力をも
って「大丈夫」と伝えられるんだと思います。
　実は、今後FDAの経営から離れることを決めて
います。それは今の体制が私個人に依存していると
思ったからです。FDAという組織が、100年、200
年先も永続的に就労を支援していけるよう、その環
境を整えることに力を入れて取り組んでいます。
　私の講演を聴いたり私の本を読んだりした人を勇
気づけられたとして、効果が続くのは３日間くらい
だと思います。まずは直接話をして、具体的に何が
できるか一緒に考えることを続けていきたいですね。
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投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
（
切
手
不
要
）。

　

市
に
届
い
た
提
言
は
が
き
は
、
本
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
で
受
け
付
け
、
担

当
部
署
に
回
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
ご

意
見
等
に
対
す
る
回
答
を
差
出
人
に
お

送
り
し
ま
す
（
差
出
人
の
住
所
と
氏
名

が
な
い
も
の
に
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
）。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
ご
意
見
等

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
「
市
政
情
報
」
↓
「
ご
意
見
・

ご
提
言
」
↓
「
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご

提
言
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
の
順
に

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
投
稿
フ
ォ
ー
ム
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
入
力
の

上
、「
送
信
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
市

に
自
動
的
に
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部
に
掲
載
し

て
あ
る
市
代
表
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、

直
接
ご
意
見
等
を
お
送
り
い
た
だ
い
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

提
言
は
が
き
と
同
様
、
担
当
部
署
に

回
付
し
、
回
答
を
電
子
メ
ー
ル
で
お
送

り
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
等
は
市
長
ま
で
回
覧
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
コ
ー
ナ
ー
「
声
」
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
担
当
部
署
で
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
〈
本
所
総
務
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　4/4 ～ 5/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
4 . 13○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃
15○月  ９：00 ～ 11：00 ㈱高砂製作所
5 . 2○木 10：00 ～ 12：00 エスモール

　　〃 13：30 ～ 16：00 　　〃

今月の各種相談窓口開設日　4/4 ～ 5/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ９日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 26日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 16日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線411 16日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 25日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 ※詳細は本号26ページへ。

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 26日○金13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 13日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成31年２月28日現在）
　住民基本台帳人口合計：126,851人
　　 （男：60,650人、女：66,201人）
　世帯数：48,858世帯

→
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

【
平
成
31
年
４
月
１
日
発
行
】

【【

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

新・BS日本のうた 荘銀タクト鶴岡で「新・BS日本のうた」
の公開収録を開催。素晴らしい名曲の数々
を豪華な出演者がたっぷりとお届けします。
　観覧を希望する方の応募をお待ちしてい
ます。

申込み：往復はがきに下記のとおり記入し、４月24日○水必着で申込み
　　　　（５月15日○水頃に当落通知を発送）

〈
往
信
の
宛
名
面
〉

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」係

鶴
岡
市
馬
場
町
11
‐
61

□９□９□７□０□０□３□５
〈
返
信
の
文
面
〉

記入しない

〈
返
信
の
宛
名
面
〉

申
込
者
の
氏
名　

様

申
込
者
の
住
所

□申□込□者□郵□便□番□号
〈
往
信
の
文
面
〉

（申込者の）

①郵便番号　

②住所

③氏名

④電話番号

注意事項
・入場無料（入場整理券が必要）
・応募多数の場合は抽せんし、当選
　者に入場整理券を送付（１枚で２
　人まで入場可）
・入場整理券は売買禁止。転売目的
　の申込みが判明した場合は抽せん
　対象外。売買が確認された場合は
　入場不可

　■問合せ　 ＮＨＫ山形放送局☎023‐625‐9510（平日の午前９時30分～午後７時）　
　　　　　　 荘銀タクト鶴岡☎24‐5188（午前９時～午後７時）

※ＮＨＫでは、応募の際にいただいた情報を受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

出演：工藤あやの、斬波、瀬川瑛子、千昌夫、中西りえ、羽山みずき、
　　　細川たかし、細川彩青、三山ひろし、杜このみ  ほか（五十音順）

５月30日（木）午後６時40分 開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール

観覧者大募集

2019年度自主事業
広
報
つ
る
お
か　

平
成
31
年
４
月
号


